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は じ め に

ねんりんピック紀の国わかやま2019

参加選手体験談集の刊行にあたって

　第 32 回全国健康福祉祭和歌山大会（ねんりんピック紀の国わかやま 2019）は、「あふれ
る情熱 はじける笑顔」をテーマに、多くの関係団体や開催地のボランティアの方々のご支
援・ご協力のもと、令和元年11月9日から 12 日までの 4 日間にわたって開催されました。
　新元号「令和」となり初の開催となった本大会では、和歌山県田辺市が発祥の地である
合気道がねんりんピックの競技に初採用となり、前回大会と同様ねんりんピック史上最多
の 27 種目のスポーツ・文化の交流大会が県内 21 市町で開催されました。また、健康・福
祉・生きがいに関する多彩なイベントもあり、開催期間を通じ、延べ約 56 万人の方々にご
参加いただいた盛大な大会となりました。　
　全国各地から集った約１万人の選手が日々の練習成果を発揮するとともに、競技仲間や
地元の方々・他チームの選手と交流されたほか、世界遺産「紀伊山地の霊場と参詣道」を
はじめとした歴史が刻まれた数々の名所、豊かな食の恵みの元となる海・山・川、県内各
地から湧き出す豊富な温泉など、温暖な気候で、豊かな自然に恵まれた県内の魅力を十分
に満喫されました。
　このたび、大会に参加された選手のエピソード・感想や大会当日の様子などをお伝えし、
ねんりんピックの楽しさ・大会にかける選手の情熱をより多くの方々に知っていただくた
め、体験談集を作成することといたしました。
　体験談から伝わってくる選手の競技にかける熱い想い、大会に向けての日々の懸命な練
習、周囲への感謝の心、試合・観光を共に楽しむ姿に、生きがい・健康づくりの大切さや
心の豊かさについて改めて振り返る機会となるでしょう。ひとりでも多くの方に読んでい
ただき、ねんりんピックで輝くシニアの素晴らしさを知っていただけたら幸いです。
　なお、体験談の募集にあたっては、各都道府県・政令指定都市の選手派遣団体の皆様に
多大なるご協力をいただきました。ここに記して御礼申し上げます。
　終わりに、ねんりんピック紀の国わかやま 2019 に参加された選手の皆様、開催に尽力
された和歌山県庁はじめ関係者各位、心温まるおもてなしをしていただいた県民の皆様、
協賛いただきました企業・団体に心から感謝申し上げ、刊行の言葉といたします。

 令和 2 年 3 月

一般財団法人 長寿社会開発センター
　理事長　髙 井 康 行
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何かに必死に立ち向かう「わくわく感」が蘇った

　紀三井寺公園陸上競技場で開会式入場のアナ
ウンスとともに、お揃いの紺碧のユニフォーム
を着た 145 人の岩手県選手団の行進が始まった。
２度目のねんりんピック参加だったが、新鮮な
気持ちと高揚感が抑えきれず、本部席通過後の
旗の降下も忘れて仲間から注意されて苦笑い。
　開会式、アトラクションともに感動的だった。
岩手国体の観客席で味わった感動とは別の、胸
の高鳴りと満足感で一杯だった。１万人の選手
と観客を含め、延べ約 56 万人の参加だというが、
その人数と色とりどりの衣装はまさに圧巻その
もの。自分がこの群衆の中にいる一人だと思う
と興奮し、不思議な感覚を味わった。
　卓球は６人（男３、女３）のチームで、60、65、70
歳以上で構成されている。盛岡、滝沢、紫波、
奥州、大船渡、北上と地域はばらばらだった
が、何度となく集合し、技術向上と意識統一を
図った。県代表として仲間に迷惑はかけられな
いという気持ちで、必死に練習会場に
向かった。夏場には汗が滝のように流
れ、それでもこのチャンスを生かそう
と、アドバイスを受けながら、技術向
上に必死に取り組んだ。大会までは怪
我のないよう、病気にかからないよう
健康管理に努めた。何かに必死に立ち
向かう感覚が久しぶりに蘇り、青春が
宿り、学生時代に経験したわくわく感
がとても心地よかった。
　和歌山は遠く、不安一杯。「大丈夫、
大丈夫」といい聞かせての参加だった。
無事にクリアできたことで、自信と勇
気が得られた。この大会は名称を「全

国健康福祉祭」という。75 歳を過ぎてからこの
大会の開催を知り、偶然にも２年前から 70 歳以
上の女子１名の参加が認められ、秋田ねんりん
ピックに初挑戦した。今回は年齢的にも体力的
にも技術的にも無理と諦めていたものの、チャ
ンスが訪れて出場できた。
　最初は申し訳ない、私でいいのかと遠慮がち
だった。参加選手の中で最高齢者の表彰があり、
何と 100 歳の表彰者がいることを知り、ねんり
んピックの開催趣旨・意味づけを理解した。100
歳時代といわれている昨今、健康で目標を持っ
て生きていくことの重要性を改めて感じ取る貴
重な大会になった。岩手の戦力の一員として力
不足を感じたが、長年続けてきた卓球を今後も
継続し、健康づくりに励んでいきたい。
　ねんりんピックの仲間には深く感謝している。
そして事務局の方々からいただいた支援と協力
で無事終えられたことに感謝で一杯である。

北海道・東北

岩 手 県

鷲
わ し

盛
も り

法
の り

子
こ

さん　　 78 歳　　 ● 参加歴：２回目

卓 球　「南部いわて」（選手）

大会出場で絆を深めたチーム仲間と。（前列右端）
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体調不良を克服し、無事に参加できたことに万歳！

　定年退職後、地域の役員を５つほど務め終え
ました。毎日が日曜日となりボーっとすること
が増え、生活に張り合いがなくなっていた頃、
友人からパークゴルフに誘われました。
　はじめは健康のためにと思い、取り組んだ
パークゴルフでしたが、今では、はまりにはまっ
ている自分がいます。痛かった足首も膝も、気
がつけば回復していたことには驚きました。
　開会式では、行進している自分が誇らしく、
まだ頑張れるぞと若さも感じた一瞬でした。
　たまゆらの里の宿舎から、喜美野町のかみふ
れあい公園パークゴルフ場での公式練習は、十
分に楽しめました。
　ところが大会当日のこと、バス酔いもあって
か体調を崩してしまいました。血圧が 150 以上
もあり、保健師さんの世話になりました。青白
い顔もしていたのでしょうか。体
を温めたり、熱いお茶を出したり
と、あれこれと心配をしてもらい
ました。
　「この分では競技は難しいです
ね」と医師に言われ、頭の中は真っ
白。県代表で和歌山まで来たのに
試合もせずには帰れないと思い、

「大丈夫です、少々血圧が高くて
も試合には絶対出ます」と半ば懇
願するように、強く一方的に話し
ていました。「では、30 分後にも
う一度測ってみましょう！　結論
は、その時に」。それから、何度
も深呼吸をし、血圧を下げる努力

（？）をしました。その 30 分の長

かったこと。再度計測して 130。「良かったー、
下がってる」。事なきを得て、競技参加の許可
が下りました。この時のうれしかったこと。心
の中で万歳をしました。
　交流試合中、「安倍さん、体調大丈夫ですか」
と何度となく声をかけられました。パークの役
員さんたちからでした。きっと医師からの申し
送り事項だったのでしょう。高齢者の大会だけ
に、健康面には特に注意していることが伝わっ
てきました。成績は散々でしたが、今後も好き
なパークゴルフを続けて行くためにも、健康に
気をつけ、人と関わりながら、楽しく生活を送
りたいと思います。
　大会関係者の皆様には、目に見えない気遣い
とご苦労があったかと思います。大変お世話に
なりました。ありがとう！

7

安
あ ん

倍
ば い

け ん こ さん　　 73 歳　　 ● 参加歴：1 回目

パークゴルフ　「北上市」（選手）

北海道・東北

岩 手 県

入場行進の前にチームメイトと。（左から２番目）



他県のプレーヤーとも交流を深めた思い出深い２日間

　この機会を逃しては、和歌山県に行けないと
思い、何があっても行こうと参加することを決
めました。しかし、参加予定者の１人が家庭の
事情により参加できなくなり、グラウンド・ゴル
フの場合、６名のプレーヤーが１チームとなり
参加するため、出場が一時危ぶまれました。そ
の後、新しいメンバーが参加してくれることに
なり、秋田県チームとして男女３名ずつが参加
することになりました。
　11 月８日、秋田空港に集合し、大阪伊丹空港
を経由して、バスで秋田県選手団の宿泊地に到
着しました。９日には紀三井寺公園陸上競技場
で、皇族をお迎えして総合開会式およびアトラ
クションなどが行われ、素晴らしいものでした。
　そして、９日、グラウンド・ゴルフ交流大会が、
日高川町の南山スポーツ公園、人工芝生の陸上
競技場でプレーヤー 400 名の参加で開催されま

した。私の組は男子４人と女子２人の６人で、
プレー前のあいさつを交わし、第１・第２ラウ
ンドの 16 ホールを、各県それぞれの方言で話し
合いながら、プレーを楽しみ、交流を深めまし
た。10 日には、第３ラウンド８ホールを終了し、
2020 年の全国グラウンド・ゴルフ交歓大会が秋
田県開催なので、そこでまた会うことを約束し、
楽しく和気藹々と２日間の日程を終了しました。
私の成績はあまり良い打数ではありませんでし
たが、満足した大会でした。
　大会中は町職員やボランティアの方から、み
かんの食べ放題など、温かいおもてなしやサー
ビスを受け、また、宿泊施設の食事なども美味
しくいただき、誰１人不満を漏らすことなく、
満足に過ごすことができました。
　表彰式終了後にレンタカーを借り、「道成寺」
や「那智の滝」などの観光地巡りを１泊で行い

ました。ねんりんピック参加者には行く先々
で観光施設の入館料などが減額され、至れ
り尽くせりの４泊５日でした。その間１日
も雨に当たることなく、楽しく記憶に残る
和歌山大会でした。
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北海道・東北

秋 田 県

鈴
す ず

木
き

龍
りゅう

一
い ち

さん　　 74 歳　　 ● 参加歴：3 回目

グラウンド・ゴルフ　「秋田県」（選手）

南山スポーツ公園でプレー前に。（右端） チームのメンバーと観光も楽しんだ。（後列左端）
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チームの絆で勝ち取った団体優勝！

　今回、ダンススポーツに出場する４組は、福
島県双葉郡浪江町の「浪江スターダンス教室」
にもともと所属していました。過去に日本チャ
ンピオンも輩出している伝統ある教室です。し
かし 9 年前の東日本大震災で避難を余儀なくさ
れ、教室も移転し、皆が離ればなれになってし
まいました。そんな私たちが、2019 年のダンス
仲間の新年会で、和歌山のねんりんピックに出
ようと話が盛り上がりました。選考会を終えて
いよいよ出場が決まりました。初出場が２組、
２回目が１組、３回目が１組の計４組です。私
たちは２回目の出場で、前回は団体戦３位でし
た。今回は前回以上の成績をあげたいと秘かに
思い描いていました。チーム紹介の文は私が作
成しました。「うつくしまふくしま、私たちは負
けません。強く美しく舞います」と。
　皆の住まいは富士市、いわき市、南相馬市と
遠く離れていますが、お互いに鼓舞しながら各々
練習に励みました。10 月には地元テレビ局の取
材を受けて、「ねんりんピックに向けいきいきと

練習に励む高齢者」というタイトルで、４組の
練習風景が放映されました。
　さあ、いよいよねんりんピック大会当日です。
個人戦を戦い、ついに団体戦です。皆、朝から
の競技でクタクタです。競技も進み、準決勝、
そして決勝へ…。
　体力も精神状態も極限状態でしたが、皆が持
てる以上の力を出して頑張りました。さあ、結
果発表です。順に６位から発表され、２位になっ
ても、福島県はコールされません。やった！　
優勝です。泣きました。抱き合って喜びました。
聞いたことのある言葉ですが、今まで生きてき
て一番感動しました。ダンススポーツを 30 年
続けていて、その集大成のような気がしました。
個人戦でもワルツで５位入賞し、感無量です。
　大会後は優勝の喜びに浸りながら、世界遺産
の神々しい「熊野三山」に向かいました。陽光
を浴び、凛とした空気の「高野山」巡りも最高
でした。67 歳を過ぎた今、こんなに素晴らしい
感動を体験できたことは夢のようです。

　ありがとう、仲間たち！　ありがとう、
ねんりんピック！

北海道・東北

福 島 県

玉
た ま

木
き

恵
え く こ

久 子 さん　　 67 歳　　 ● 参加歴：２回目

ダンススポーツ　「チーム　スターダンス」（選手）

審査員の前で緊張しながらの競技。
チームの絆で勝ち取った団体優勝。
（前列右から2 番目）



緊張しながらのスタート。終わってみれば「準優勝」！

　ねんりんピックでオリエンテーリングが実施
されるのは十数年ぶりのことです。今回は都道
府県対抗形式のポイントオリエンテーリングと
聞いて、ぜひ参加したいと思いました。幸いに
も参加希望者が少なく、予選会なしで参加でき
ました。福島県老人クラブ連合会と福島県オリ
エンテーリング協会からの援助も受け、県代表
としての意識を新たにしました。
　福島県からは、選手監督など総勢 141 名が
参加しました。雲ひとつない晴天の下、開会式
会場の紀三井寺公園陸上競技場に着くと、歓迎
アーチや特産品ブースが設けられ、歓迎イベン
トが行われて大会への気持ちも高揚しました。
　入場行進のあと、福島県選手団はステージの
正面に整列しました。式典では主催者の挨拶に
続き、皇族の彬子女王殿下からのお言葉があり
ました。その後、スタンドに移動して、アトラ

クションや郷土出身歌手である坂本冬美さんの
熱唱を観賞しました。弁当を食べると、いよい
よ競技別に分かれて会場に移動です。
　オリエンテーリングの監督・代表者会議では、
テレイン内にある世界遺産に登録された三谷坂
の通行が禁止され、横断は指定区間のみが可能
で、違反者は即失格になるというルールの説明
がありました。林を走行する競技者にとって緊
張する場面だと思いました。また、携帯電話番
号の報告と保持を義務づけられたのは、高齢者
の大会であることから、安全面を重視している
表れで主催者の配慮を感じました。
　競技は世界遺産登録の「丹生都比売神社」と

「三谷坂」周囲が会場となります。前々日の懇
親会での約束通り、福島県の金子団長と齋藤事
務局長が応援に駆けつけ、一緒に丹生都比売神
社に健闘を祈願しました。「頑張らなくちゃ」と
緊張しながらスタートしました。御利益もあり、
終わってみれば「準優勝」という成績にびっく
りです。
　表彰式は、ゴール地点のかつらぎ町天野地
域交流センターで行われ、太鼓や神楽のアトラ
クション、小・中学生の福島県選手の歓迎ポス
ター、地元特産の無料配布などなど地元の方々
のおもてなしは最高でした。

　和歌山県オリエン
テーリング協会、かつ
らぎ町の皆さん、あり
がとうございました。
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加
か

藤
と う

一
い ち

郎
ろ う

さん　　 68 歳　　 ● 参加歴：1 回目

オリエンテーリング　「福島県ベテランズ」（選手）

北海道・東北

福 島 県

開会式会場の歓迎アーチ前で気持ちが昂る。
終わってみれば、準優勝という
驚きの結果に。（左端）



小 沼 	 勉 さ ん	 ソフトテニス	 12

平山勝男・フヂミさん	 マラソン	 13

小野義信・厚子さん	 なぎなた	 14

津金沢民男さん	 オリエンテーリング	 15

佐藤千鶴子さん	 なぎなた	 16

西脇延幸さん	 水泳	 17

籠谷静愛さん	 グラウンド・ゴルフ	 18

中村史子さん	 水泳	 19

中村秀樹さん	 テニス	 20

藤野めぐみさん	 マラソン	 21

菅原啓蔵さん	 グラウンド・ゴルフ	 22

田辺泰明さん	 サッカー	 23

清原基生さん	 ペタンク	 24

大久保慶子さん	 ウォークラリー	 25

吉田治弘さん	 弓道	 26

小倉寿志さん	 サッカー	 27

関 東・甲信越
茨 城 県

栃 木 県

群 馬 県

埼 玉 県

千 葉 県

東 京 都

さいたま市

神奈川県
山 梨 県
長 野 県

相模原市
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若さと粘りを武器に、手にした念願の優勝！

　2019 年、ねんりんピックソフトテニスの茨城
県代表は、１人が２回目の出場、他のメンバー
は初出場でした。晴天の下、総合開会式は１万
人以上が参加し、選手団の入場行進、3000 人参
加のアトラクション、炬火入場・点火、そして
皇族からのお言葉と続き、大変壮大で圧巻でし
た。まさに「シニアの国体」と呼ぶにふさわし
い開会式でした。
　ソフトテニスの交流大会は白浜で行われ、ミッ
クスダブルス、私が出場した男子ダブルス、そ
して女子ダブルスの３つのペアの団体戦で行わ
れました。2019 年の茨城県チームは、ねんりん
ピック出場可能年齢になったばかりの若いメン
バーが代表となり、出場 66 チーム中、一番若い
チームでした。若さを前面に出して、入賞を目
指し、予選リーグ３試合（鳥取県、愛媛県、京
都市）を戦いました。その結果、すべての試合
を３勝０敗で勝ち、１位グループトーナメント
へ進出。翌日の１位グループトーナメント１回
戦（岡山県）にも３勝０敗で勝ち、
そのままの勢いで４決（名古屋市に
２勝１敗）、準決（岐阜県に２勝０敗）
と勝ち進むことができました。
　和歌山県Ｃとの決勝は、時間の関
係で、第１試合のミックスダブルス
と第２試合の男子ダブルスを同時に
２面展開で行いました。決勝のプレッ
シャーからか、思うようなテニスが
できず、ミックスダブルス、男子ダ
ブルスともに一時は０－３となりま
した。個人戦であれば、そのまま０
－４で負けていたと思います。しか

しながら、団体戦であり、簡単には負けられず、
またチームの応援もあって徐々に挽回し、ミッ
クス、男子とも３－３まで追いつきました。しか
し、先にミックスが惜しくも負けてしまい、男
子はファイナルセットで４－６のマッチポイント
を取られ、絶体絶命のところから大逆転で勝利。
１勝１敗となり、３試合目の女子に望みを託し
ました。流れはこちらに来ており、４－０で勝
利し、見事に優勝できました。このような劇的
な優勝は経験がなく、良い思い出ができました。
　白浜温泉のホテルに宿泊して、ゆっくりと温
泉に浸かり、試合会場では無料でふるまわれた

「あゆの塩焼き」「伊勢エビの半身が入った味噌
汁」を美味しくいただき、楽しく参加できたね
んりんピックでした。
　最後に、和歌山県そして白浜町の大会関係者
の皆様、そしていろいろと手配やまとめをして
いただいた茨城わくわくセンターの皆様に心よ
り感謝いたします。

関東・甲信越

茨 城 県

小
お

沼
ぬ ま

　 勉
つとむ

さん　　 60 歳　　 ● 参加歴：1 回目

ソフトテニス　「ねばーる君」（監督兼選手）

決勝直後、見事に優勝を勝ち取ったメンバーと。（右から３番目）
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夫婦２人で参加した、喜びあふれるねんりんピック！

　夫婦になって 50 年。健康のためにと、地域
の「走る会」に夫婦で参加し、マラソンを始め
て早 40 年が過ぎました。その後、「走る会」は
解散しても、出勤前の日課だった早朝マラソン
は今も２人で続けており、毎日１時間以上走る
ことが当たり前になっています。その成果がね
んりんピックへと結びつき、和歌山大会は私に
とって４回目、妻は初めての参加となりました。
　栃木県主催の結団式と、後日行われた市の激
励会に出席して、県代表として改めて身の引き
締まる思いでした。激励会で撮った私たちの写
真が市の広報紙に載り、近所の人に「夫婦で出
るなんてすごいね」と言われ、誇らしい気持ち
でした。
　そして、いよいよ和歌山大会。汗ばむほどの
秋晴れの下、総合開会式が行われました。入場
行進では観客席にいる妻に向かってこれまでは
手を振っていましたが、今回は２人そろって観
客席に手を振りました。地元の子どもたち
の歓声を受け、胸が熱くなりました。メイ
ンアトラクションも拍手喝采で、「和歌山大
会の総合開会式はとても良かったね」と今
でも２人で話すことがあります。
　大会当日、私と妻はそれぞれ 10 キロと
３キロにエントリーしていました。マラソ
ンは、誰の手も借りることができない、自
分との闘いです。入賞はもちろん、タイム
を縮めることがどれだけ難しいか。それで
も、孤独な闘いのあとの達成感がやみつき
になります。また、ねんりんピックでは他
の選手との交流も楽しみです。大会期間中
は、他県の選手とグッズを交換したり、同

じ栃木県チームの選手と観光に出かけたりしま
した。大会終了後も、撮影した写真を送り合い、
交流が続いていることがうれしいです。
　私たちは、ほとんど毎月、地元や栃木県内外
のマラソン大会に参加しています。2018 年には
ホノルルマラソンでフルマラソンに初めて挑戦
し、２人とも完走しました。2020年には、離れ
て暮らす娘夫婦と孫たちと一緒に、５時間リレー
マラソンに挑みます。
　健康のために始めたマラソンでしたが、おか
げで、今までに病気をしたこともなく、薬も飲
んでいません。元気に走れることに感謝してい
ます。40 年間マラソンを続けることができたの
も、夫婦２人で共通の趣味として楽しむことが
できたからだと思います。何歳まで走るのか？
　自分たちにタイムリミットはありません。こ
れからの人生も２人仲良く、体力が続く限り、
自分たちのために走り続けたいです。

13

関東・甲信越

栃 木 県

● 参加歴
４回目・１回目

平
ひらやまかつ

山勝男
お

さん ・フ
ふ ぢ み

ヂミさん 

マ ラ ソ ン 10㎞・3㎞    「栃木県」（選手）

74 歳・72 歳

２人の良い思い出になった和歌山大会。
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男子最高齢者賞受賞！ そして、人々とのふれ合いに感激

　７年前に妻がなぎなた体験会に参加したのを
きっかけに、なぎなたを始めました。はじめて
ねんりんピックに参加したのが 2014 年の栃木大
会で、今回の和歌山大会は２回目の参加です。
とはいえ、なぎなたという競技は奥深く、私た
ちはまだほんの入口にいます。
　なぎなた競技には、「しかけ応じ」と呼ぶ基本
動作を競う「演技競技」と、防具を着けて試合
を行う「試合競技（団体戦と個人戦）」がありま
す。ねんりんピックの演技競技は男女混成の参
加が可能で、開催地が和歌山県ということにも
惹かれ、夫婦で参加を決意しました。「いろいろ
交流して、楽しんでいらっしゃい」とご指導い
ただいている先生方の言葉に見送られて、出発
しました。
　晴天の下、開催された開会式では、華やかな
入場行進やメインアトラクションで気分が高揚
し、素晴らしい幕開けでした。その余韻に浸り
つつ、監督会議に臨みました。
　大会初日、なぎなたの開始式で、夫婦参加は
私たち１組のみ、男子の参加は私のみで男子最
高齢者賞を受賞し、感激しました。賞状と立派
な盾をいただいた上、副賞の柿が後日届き、そ
の美味しさにも感動しました。開始式後のさな
だ太鼓のアトラクションは、試合が４番目のた
め見ることができませんでしたが、待機中に対
戦相手の方に私たちが知らなかったなぎなたの
所作を教えてもらうことができ、貴重な時間と
なりました。試合結果は初戦敗退、勝つにはもっ
と練習が必要だと感じました。
　試合後は会場で美味しい豚汁とお弁当をいた
だき、なぎなたのメンバー３人で九度山町を散

策。慈尊院から丹生官省符神社を目指すときに
は、高野山案内犬の「ゴン」に導かれるようで
した。丹生官省符神社ではお孫さんのお宮参り
をしていた男性から「今朝、表彰されていまし
たね」と声をかけられ、勝利寺を教えてもらい
ました。勝利寺を参拝した後、隣接する紙遊苑
の職員さんに町石道を教わり、古道を３町石ほ
ど歩きました。妻は「案内人が町中にいるようだ」
と、九度山町の人々とのふれ合いや散策を楽し
んでいました。
　今回、監督兼選手として和歌山大会に参加し、
たくさんの人々と出会い、話し、お世話になっ
たことで、ねんりんピックの楽しさや人の温か
さを再確認できました。さらに練習を重ねて次
の機会も挑戦し、夫婦で勝ち進むことが今の目
標です。
　最後に、大会参加にあたってお世話になりま
した選手やスタッフ、地域の皆様、本当にあり
がとうございました。

関東・甲信越

栃 木 県

夫婦で臨んだ演技競技。緊張感が心地良い。

小
お

野
の

義
よしのぶ

信さん・厚
あつ

子
こ

さん

な ぎ な た　「栃木県」（監督兼選手 ・選手）

73 歳・68 歳  ● 参加歴：2 回目
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難コースにさらなる練習と奮起を誓う

　オリエンテーリングの大会会場であるかつら
ぎ町は高野山の北北西にあり、世界遺産で 1700
年前に創建された丹生都比売神社があります。
南北を山に囲まれ、町の中央を東から西に紀の
川が流れる静かな町です。柿とみかんの一大産
地でもあります。
　競技は丹生都比売神社周辺の小高く起伏する
山野で行われました。熊野古道があり、ウォー
ミングアップする場所や横断できる場所が制限
される地域だけに、運営スタッフの苦心がうか
がわれます。また、関東から九州に伸びる中央
構造線上にあり、露出した緑色変成岩（三波石）
も多く、滑りやすいコースです。
　神社境内から 15 分ほどの山中にスタート地
点があり、途中、杖を突いて歩いていた古老の
男性とお話をさせていただくと、この周辺の山
の持ち主で、スタート地点の山もこの方のもの
だということでした。山を利用させていただく
御礼を述べ、群馬からの参加だというと、そん
な遠くから来てくれたのかと大変喜んでくれま
した。
　今回のコースは総じてヤブを含む道のない林
が多く、微変化地形も多くあり、地図から地形
を瞬時に読み解く力、走力、タフな精神力が要
求されます。ルートを決定する判断力（山を越
えるか、等高線沿いで走るか、遠回りの道を走
るか）も勝敗を大きく左右します。スタートと
同時に地図が渡されるため、そこから指定され
た最初の地点に向かって走り、地図と現在地を
見比べながら次の目的地を探します。感覚をつ
かむまで集中力が要求され、緊張する場面です。
　私は、Ｓ、Ｍ、ＬコースのうちＬコースを走

りました。中盤までは順調で、上位入賞も可能
かと思ったのですが、これが気の緩みを生じ、
地形の判読を誤り、順位を大幅に下げてしまい
ました。
　優勝設定時間は 40 分でしたが、私は１時間
15 分かかってしまい、結果は 20 人中 10 位でし
た。７人は途中棄権という結果で、全日本リレー
選手権大会以上の難しさがあり、体力的にもき
ついコースでした。練習不足と走力減退を痛感
し、今後は走力・持久力向上と、地図と現在地
の地形を即座に一体化できる訓練が必要だと感
じました。
　今大会では、宿舎で福島、愛知、茨城などの
選手と話す機会に恵まれ、交流できました。試
合後は地域の郷土芸能（田楽）や若者が一丸と
なった見事な和太鼓などを鑑賞し、感動しまし
た。また、本チームからは小幡普さんが高齢者
賞に選ばれました。お世話になった皆様に心よ
り感謝と御礼を申し上げます。

15

関東・甲信越

群 馬 県

チームのメンバーと笑顔で記念撮影。（中央）

津
つ

金
が ね

沢
ざ わ

民
た み

男
お

さん　　 70 歳　　 ● 参加歴：3 回目

オリエンテーリング　「名月赤城山」（監督兼選手）
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応援に来てくれた娘と孫の前で準優勝！

　なぎなた交流大会は 11 月 10 日に九度山文化
スポーツセンターで開始式が行われました。開
始式後に真田出陣太鼓が披露されましたが、私
は埼玉県チームの試合が２試合目にあったため、
場外の選手待機所で並びながら出陣太鼓を聞き
ました。まさに、これから試合に向かうにふさ
わしい太鼓の音でした。
　競技が始まり、田﨑選手と裏辻選手が出場、
お互いに気持ちを合わせて、落ち着いて演技し
ました。準決勝まで進み３位に入賞し、稽古の
成果が出せたと思います。２日目の交歓試合の
個人戦に出場した私は、まず１試合１試合気持
ちを集中し、自分の納得のいく技を出そうとい
う思いで臨みました。目の前の試合に集中する
うち、「次は決勝戦です」と言われ、「え！もう
決勝戦。これが最後の試合だ。頑張ろう」と思
いつつ、なるべく平常心で臨みました。１本取
られてしまい、結果２位になりましたが、久し
ぶりの大会で決勝まで進み、悔いなく楽しむこ
とができました。個人戦に出場した竹下選手も
４回戦まで進み、優秀賞をいただきました。
　九度山町は 2015 紀の国わかやま国体でもなぎ
なた競技会場となり、その後、幸村杯なぎなた
大会も開催していますので、競技役員の方々が
競技を熟知しており、気持ちよく試合に臨むこ
とができました。
　私は約 35 年間なぎなたをしていますが、一度
も私の試合を見たことがなかった娘から「見に
行きたいから出て」と言われ、75 歳の記念も兼
ねて出場することにしました。福島から応援に
来てくれた娘と孫も、まさか私が決勝まで進む
とは思ってもみなかったようで、娘たちの喜び

はひとしおでした。また、一度は高野山宿坊に
泊まりたいという夢がかなえられ、薬膳料理も
いただきました。できれば近くを散策したかっ
たのですが、時間がなく残念でした。また、機
会があれば訪れたいです。
　今、小学校の体育館をお借りして主に小・中
学生になぎなたを指導していますが、彼らに目
標を持たせ、それが達成できるよう、根気よく、
楽しく教えています。技だけでなく精神面にお
いても相手に対する思いやりと礼儀を身につけ
てほしいと思います。
　これからは体力、気力、技ともに現状維持を
心がけ、なぎなた道という終わりのない道を楽
しくお稽古しながら歩いていきたいと思ってい
ます。
　最後にお世話になりました公益財団法人いき
いき埼玉の皆様、和歌山県の皆様に厚く御礼を
申し上げます。本当にありがとうございました。

関東・甲信越

埼 玉 県

佐
さ

藤
と う

千
ち づ こ

鶴 子 さん　　 75 歳　　 ● 参加歴：3 回目

な ぎ な た　「埼玉県」（監督兼選手）

集中して試合に臨む。
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必死に泳ぎ、見事に勝ち取った銅メダル！

　「ねんりんピック紀の国わかやま 2019」の水
泳会場でメダル授与式が始まった。「25 メート
ル平泳ぎ、第３位、西脇君。埼玉県」と場内ア
ナウンスが流れた。表彰台の私の胸には銅メダ
ルが輝いていた。選手で共に戦った仲間が笑顔
で祝福の言葉を送ってくれた。思う存分、感謝
の言葉を返した。県代表としての役割を果たせ
た安堵と、奇跡的に入賞できたことへの感激で
胸がいっぱいになった。
　「日軽金ОＢ会」の会報誌が銅メダリスト誕
生のきっかけをつくってくれた。2016 年４号（10
月）で、西日本支部松下氏による「ねんりんピッ
ク長崎 2016 に奈良県水泳代表として出場した」
という記事を読んだのだった。これが、全国大
会に挑戦してみようという私の強い意欲の原動
力になった。
　「ねんりんピック」とは、60 歳以上の高齢者
を中心とする「全国健康福祉祭」の愛称である。
厚生労働省主催で 1988 年に兵庫県で第１回が
開催されて以来、毎年続いて 2019 年で第 32 回
になる。　
　定年退職後、｢ゴロゴロしてい
るならプールにでも行ったら｣ と
いう妻の一言で私にスイッチが
入った。運動不足の解消ができ、
65 歳になってもできる水泳の魅力
を体感した｡ １日 800 メートルの
泳ぎと水中歩行を粘り強く続け、
７年目に埼玉県の大会で優勝し、
この実績で全国大会に参加できる
ことになった。
　2019 年 10 月、県民健康センター

で県選手団総勢 132 名（18 種目）の結団式に出
席したときには、身の引き締まる思いがした。
　2019 年 11 月９日の総合開会式には全国から
の選手団約１万人が集まった。11 月 12 日まで
の４日間にわたり、和歌山県内 21 市町を会場に
して 27 種目の競技が行われた。
　競泳初日 50 ｍ平泳ぎでは自己ベストに遠く
及ばず５位だった。自分より優れたスイマーが
いることは百も承知。原因不明の不振に悩んだ。
　妻から「５位でも大健闘、いろんな体験がで
きて良かったですね。これからも挑戦し続けて」
という励ましのメールをもらった｡ 何か入賞す
る策はないものかと思案していたときに、巧く
息継ぎをしていた選手がいたことに気づいた。
その瞬間、「息継ぎが勝負を決める」と思った。
最終日の 25 メートル平泳ぎは死ぬ気で泳いだ。
結果は３位入賞だった。
　年をとっても、物事への興味、好奇心、そし
て続けることが新たな挑戦への原動力になると
思った。
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西
に し わ き の ぶ ゆ き

脇 延 幸 さん　　 71 歳　　 ● 参加歴：3 回目

水　泳 平泳ぎ 25m・50m    「埼玉県」（選手代表）

関東・甲信越

埼 玉 県

選手で共に戦った仲間から祝福を受ける。 毎日通うスイミングスクールに受賞を報告。
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獅子汁パワーで優勝！  これぞ自分の「集大成」

　グラウンド・ゴルフを始めて 16 年、数多くの
大会に参加して、たくさんの友人ができた。今
回、郡大会、県大会と勝ち進み、念願のねんり
んピックに参加できることになった。結団式で
ユニフォームに袖を通すと、選手になった気分
になった。
　11 月８日、仲間に激励され出発した。まず東
京駅から新大阪駅に向かい、そこからバスで和
歌山城を見学したが、腰が弱くて天守閣に行け
ず、残念だった。その後、夜にはホテルで激励
会があり、各選手団の紹介で盛り上がった。
　９日には、開会式会場の紀三井寺公園陸上競
技場へ一路向かった。関係者と子どもたちから
の大歓迎に圧倒される。行進が始まった。千葉
県選手団は 51 番目で、菜の花を高く振り、ひと
きわ目を引いた。盛大な開会式後には、観覧席
でアトラクションを見学した。素晴らしい演技
と構成に感心し、感銘した。本当に参加できて
良かったと思う。
　開会式が無事に終わり、２日目のホテルに向
かった。レストランで県仲間と乾杯し、明日の
健闘を誓った。
　３日目の朝７時、試合会場である南山スポー
ツ公園陸上競技場に着くと、ここでも関係者と
子どもたちからの歓迎を受ける。テントが整然
と並んで表に各県の名前が書かれている。テン
ト内に椅子とテーブルがあって、落ち着いた。
　さあ、試合が始まった。１ホール目で４打、
次もまた４打打ってしまった。どうにもしよう
がない。ワンが１つ入り、20 であがった。悔し
くて歯がゆい。テント村の保健所で血圧を測る
と、何と 205 もあった。気をつけてと言われたが、

ここでやめる訳にはいかない。テントに帰ると、
仲間が名物の獅子汁を持って来てくれた。これ
が、本当に美味であった。
　２ラウンド目は獅子汁が効いたか、１ホール
目２打、次も２打で、次にワンワン。終わって
みれば、29 打であった。
　４日目の朝、会場で昨日の成績暫定表が届く。
自分と同率首位が３人いた。勝負はこれからだ
と気持ちが昂る。３ラウンド目がスタートし、５
ホール目にワンが入り、16 打であがり、計 45 打。
他選手の成績が気になる。ガイドの職員に確認
を頼むと、優勝間違いないと声をかけてくれた。
他県の選手たちが寄ってきて、握手ぜめになっ
た。こんなこともあるのだ！　まさに、俺の「集
大成」だった。
　４日間にわたり、これ以上にない天気にも恵
まれ、幸せだった。和歌山県の皆さん、関係者
の皆さん、大変お世話になりました。

関東・甲信越

千 葉 県

籠
か ご た に し ず よ し

谷 静 愛 さん　　 88 歳　　 ● 参加歴：１回目

グラウンド・ゴルフ　「千葉県」（選手）

金メダルを胸に。これこそ「集大成」。
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チームで数個のメダルを獲得！  さらなる奮起を誓う

　2019 年 11 月８日、素晴らしい秋晴れの日、
千葉県からの水泳種目出場者、鵜原、野中、杉
沼と私中村の４名は、和歌山「ねんりんピック」
に向けて元気に出発しました。車中、東京駅で
買ったお弁当を食べ、話に夢中になっている間
に富士山を見るのを忘れてしまい、気がついた
ら名古屋でした。
　大阪に着き、バスで和歌山城見学です。お城
が大好きな私は、「100 名城のスタンプ帳」を片
手にお城見学をしました。お城そのものは戦後、
コンクリート造りで復元されたものでしたが、
見どころは石垣でした。石の種類、工法などが
時代によって異なり、興味深く見学しました。
　その夜は関西空港の中にあるホテル日航に宿
泊しました。千葉県の選手団が一堂に集まり、
各チームの選手紹介がありました。どのチーム
の選手もとてもお元気です。
　２日目は朝早くから大会の開会式に臨みまし
た。紀三井寺公園陸上競技場です。いろいろな

アトラクションで歓迎してくださいました。こ
の日のためにずいぶん稽古されただろうと、感
謝し、また感激しました。
　３日目と４日目、いよいよ大会です。秋葉山
公園県民水泳場（秋葉山プール）は素晴らしい
施設です。１日目は 50 メートル競技で金メダル
２個、銀メダル１個、２日目は 25 メートル競技
で金・銀・銅メダル各 1 個を獲得しましたが、
リレー競技では残念ながら４位と６位に終わり、
とても残念でした。皆で「ねんりんピック」の
レベルが上がったのではないかと結論し、次は
頑張ろうということになりました。結果はとも
かく、皆頑張って泳ぎました。
　最後の日には、楽しみにしていた高野山詣を
しました。ずいぶん歩きましたが、道中の紅葉
にいやされながら、これからも元気に泳げます
ようにとお願いしました。
　高野山には他県からの参加者も多く参拝され
ていました。このような名所、旧蹟を訪れるこ

とができるのも、「ねんりんピック」の良いと
ころかもしれません。
　無事に４人で千葉に戻り、11 月末にはまた
試合があり、皆元気に参加しました。

　この度、いろいろとお
世話してくださった、県
社会福祉協議会の皆様
に御礼申し上げます。あ
りがとうございました。
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中
な か む ら ふ み

村 史 子
こ

さん　　 81 歳　　 ● 参加歴：5 回目

水 泳 自由形 50m・バタフライ 25m    「千葉県」（選手）

関東・甲信越

千 葉 県

勝利のインタビュー。開会式前に、仲良しチームメンバーと。（左から2人目）
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同窓生とまさかの対戦。予期せぬ出会いが喜びに

　60 歳以上の男子テニス日本一のチームを決め
る予選リーグ戦がいよいよ始まりました。東京
都代表Ａチームから出場する私は、対戦する名
古屋市チームの様子を観察し、１勝１敗のイー
ブンで迎えた、勝敗を決める第３試合に登場し
ました。
　まずは相手の特徴をつかみ、ミスを少なく、
無理しないで攻めていこうとしました。４ゲー
ム先取という短い勝負だからです。相手を波に
乗せると、一気に勝敗が決まってしまうのです。
相手ペアは独特のコンビネーションで、こちら
の球回しに巧みに対応してきました。劣勢に立
たされながらも粘って接戦に持ち込み、３－３
になり、タイブレークに突入したのです。その
前の女子ダブルスがタイブレークの末の逆転勝
利でしたので、「これは縁起がいいぞ！」と自己
暗示をかけて集中しました。ところが、ここか
ら何か仲間うちで試合しているような和やかな

ムードの試合になったのです。もっと長い時間
試合を楽しみたいと思うようになったのです。
　結局、その試合には負けてしまいましたが、
試合後の握手で「私も名古屋に住んでいました。
大学も鶴舞公園の……」と話しかけると、相手
ペアは「えっ！私もです」「何年卒業ですか」と
会話が続き、同窓という驚きと懐かしさで試合
後は気分爽快でした。試合結果の悔しさよりも、
学校の同窓仲間とこうして偶然にも対戦できて、
縁というものを感じました。
　出陣前の東京都選手団結団式で小池都知事か
ら激励され、「３つのＣを大切に」というお話が
ありました。そのうちの１つが「仲間作りのコ
ミュニケーション」でした。「健康で長く人生を
楽しむには、仲間作りが大切です」ということ
でした。ねんりんピックはまさに予期せぬ仲間
が参加し、人生を大きく希望に満たせてくれる
ものだと実感しました。
　テニスを続けて地域間で対戦すると、知り合
いが増え、そのつながりでさまざまな交流が増
えていきます。生涯スポーツの奥には、シニア
同士での身体のケアやケガ防止のための情報交
換と助け合いがあります。それが健康寿命を延
ばす効果につながるのだとつくづく感じた和歌
山大会でした。彼らの情熱と笑顔が今も目に浮
かびます。

関東・甲信越

東 京 都

中
な か む ら ひ で

村 秀 樹
き

さん　　 66 歳　　 ● 参加歴：１回目

テ ニ ス　「東京都Ａ」（選手）

東京都の看板を背
中に。誇りが胸に
こみあげる。（右側）開会式の入場行進前にペアの疋田達夫さんと。（右側）
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太地町民の応援で捕鯨船を目指してゴール！

　数年前、走る仲間から「ねんりんピック」へ
の挑戦を勧められて以来、ずっと目指してきた
この大会に出場することができ、今でも夢のよ
うです。東京都選手団の結団式から始まり、現
地までの移動・宿泊・交流大会当日など、流れ
がすべてスムーズで、自分のレースに集中する
ことができました。大変ありがたく、感謝の気
持ちでいっぱいです。
　開会式や宿泊先で、東京都のメンバーのみな
らず、他県の方々からも普段の練習の様子や元
気の秘訣をうかがえたことも、うれしい思い出
です。真剣に勝負をしつつ、同時に皆でこの大
会を盛り上げようという温かな想いを感じまし
た。
　マラソンの会場はくじらで有名な太地町で
す。ホテルではくじらづくしの貴重な料理を堪
能し、交流大会当日は町全体が「ねんりん
ピック」一色でした。大きなレースでお名
前を見聞きしている選手も参加していて、
そのような方と同じスタートラインに立て
る幸せに胸が熱くなりました。
　いよいよスタートの号砲です。まぶしい
くらいに澄んだ秋空の下、アップダウンの
あるコースに苦しんでいると、なんと町民
の方々からの途切れない応援が！　おかげ
で最後の直線は、穏やかな海を横目に、先
に見える捕鯨船を目指して気持ちよく駆け
抜けることができました。
　そして、ゴール後にふるまわれた、くじ
らの竜田揚げとみかんジュースのおいし
かったこと。つい先ほどまでレースを競っ
た人たちとお互いを讃え、笑顔の輪があち

らこちらで広がっています。「走るって素敵だ
な！」としみじみ感じました。
　表彰式でいただいたメダルとくじらのピン
バッジ、４日間ご一緒した「チームマラソン東京」
の６人は、私の一生の宝物です。メンバーの中
で一番年下の私は、期間中教わることばかりで、
経験を積んでいる人ほど自分の身体と向き合っ
た賢い練習をし、走れることを心から慈しんで
いることを知りました。彼らのキラキラした瞳
を見るにつれ、私は年齢を重ねることが怖くな
くなり、むしろ楽しみにすらなりました。この
ような前向きな気持ちになれたのも、「ねんりん
ピック」のおかげ。出場できて本当に良かった！
　これからも美しくてかっこいい先輩たちを目
標に、走る楽しさと達成感を味わっていきたい
と思います。
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藤
ふ じ

野
の

め ぐ み さん　　 60 歳　　 ● 参加歴：1 回目

マ ラ ソ ン 3㎞    「東京都」（選手）

関東・甲信越

東 京 都

真っ青な海を横目に見ながら、ゴールまで力走。
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人々の温かさに感動し、いっそうの奮起を誓う

　ねんりんピックへの出場は２度目でした。台
風で中止となった前回は不完全燃焼で終わり、

「今度こそは！」と臨みました。思いは遂げられ
ませんでしたが、他県の選手団や日高川町の皆
さんとの交流など、素晴らしい思い出になりま
した。
　初日は新幹線で大阪へ。グラウンド・ゴルフ
好き６名の長旅は自然と話が弾みます。ホテル
に着くと、夜は各チームの抱負発表で、翌日へ
の英気を養いました。
　２日目の開会式では、全国からの選手団が色
とりどりのユニフォームで入場。観客からは大
きな拍手が送られ、いやが上にも気持ちが昂り
ます。
　とはいえ、「かながわかもめ」のモットーは

『全国の仲間との触れ合いを大切に』。ホテルで
は同郷の宮城県選手団と話が弾み、久方ぶりに
思い出に浸ることができました。その中の一人、
鈴木さんは女性の部で１位に輝いたとか。「お
めでとう」の言葉を送らせていただきます。
　３日目、いよいよ競技開始です。日高川町は
古くから農業・林業で栄えてきた町とのこ
と。「安珍清姫物語」で有名な風光明媚な
土地です。競技場に着くと、入場ゲートに
は地元の小中学生が作成した各チーム応
援の幟が立ち、子どもから大人までが手を
振って歓迎してくれ、温かい歓迎に胸が熱
くなりました。
　しかし、試合では練習の成果がなかなか
出せず、歯がゆい思いをしました。「安珍
清姫物語」には大蛇が登場しますが、まさ
に大蛇が全身にまとわりついて、身動きす

らままならないような状態でした。
　下剋上を期した４日目。前日の反省を活かす
べく試合に臨みましたが、またも意気込みが空
回りし、スコアを落とす結果になりました。代
表の座をいただきながら、このような結果になっ
たことは残念でなりません。
　ちなみに、男子の部優勝者は千葉県の籠谷さ
ん（88 歳）でした。人生 100 年の時代に突入し
たようで、我々も今後に向けてさらなる希望が
持てました。
　２大会連続して不本意な結果に終わりました
が、ある意味まだまだ伸びしろがあると前向き
にとらえています。再度、県選抜として選ばれ
ることがあれば、そのときこそは肩書きに見合っ
た成績を残したいものです。最後になりますが、

「かながわかもめ」をはじめとする県代表の皆
さん、関係者の皆さんにはお世話になりました。
なかでも大雨で水浸しになったグラウンドをき
れいに整えてくださった皆さんには、本当に感
謝いたします。素晴らしい経験をありがとうご
ざいました。

関東・甲信越

神奈川県

菅
す が

原
わ ら

啓
け い

蔵
ぞ う

さん　　 78 歳　　 ● 参加歴：2 回目

グラウンド・ゴルフ　「かながわかもめ」（選手代表）

競技終了後、笑顔で事務局に結果報告。
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チーム一丸で戦い抜き、つかんだグループ優勝！

　私たちのチームはグループＧ（奈良県、佐賀
県、和歌山県Ｃ）に入りました。第１試合（対
奈良県）は１－１の引き分けでしたが、第２試
合（対和歌山県Ｃ）は５－０と勝利することが
でき、その勢いで佐賀県に３－１で勝利し、グ
ループ優勝することができました。地元和歌
山を相手に５点を獲得するなど、チーム一丸に
なって戦い抜き、勝利したことが大きかったと
思います。
　2015 年の山口大会でも優勝することができま
したが、その後は３位、４位と低迷が続きました。
メンバーも若返りを図った結果、今大会では優
勝を勝ち取ることができ、気持ちよく山梨に帰
ることができました。
　和歌山県に来るのは今回がはじめてというメ
ンバーも多く、１日目の試合が午前中に終了し
たため、午後からは南紀白浜、熊野古道などへ
観光させていただきました。その途中、サッカー
日本代表のシンボルでもあるヤタガラスで知ら
れる熊野本宮大社に参拝し、勝利の必勝祈願を

したのが好結果につながったのかもしれません。
　我々メンバーも生涯スポーツとして日々サッ
カーを楽しんでおり、毎週水曜日には定例の練
習を行い、日曜日にはシニアリーグの試合など
でサッカーボールに触れている機会も多く、60
歳を過ぎてもガッツと気迫は若い方々に負けて
いないと思っています。
　各年代別のカテゴリーの全国大会もあります
が、今後の目標としては、そこで全国優勝する
というよりも、サッカーを生涯スポーツとして、
楽しく仲間と続けていくことができればいいな
と思います。
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田
た

辺
な べ

泰
や す

明
あ き

さん　　 67 歳　　 ● 参加歴：5 回目

サ ッ カ ー 　「山梨シニアサッカークラブ」（選手代表）

関東・甲信越

山 梨 県

表彰式で賞状を受け
取る。勝利の喜びに
感無量。（写真中央）

チームで記念撮影。賞状を持って笑顔。（写真中央）



24

平常心で練習の成果を発揮し、見事３位入賞！

　ねんりんピックへの予選となる長野県のペタ
ンク競技大会が、毎年秋に開催される「信州ね
んりんピックスポーツ交流大会」です。９年ぶ
りにこの大会で優勝し、和歌山大会に参加しま
した。ここ数年、毎週木曜日に集まって練習し
ている気心知れた仲間です。
　私のペタンク歴は平成 13 年、長野県長寿社
会開発センター・佐久地区賛助会のニュース
ポーツ体験教室がきっかけでした。高校時代か
らスポーツが得意で陸上競技などに取り組んで
来た私は、立ち上げた賛助会員グループでペタ
ンクを始めました。
　全国大会は平成 16 年、監督兼選手で群馬大
会に出場したのを皮切りに、静岡県、鹿児島県、
石川県、そして和歌山大会が５回目です。鹿児
島大会ではベスト８に入りましたので、今回も
気合が入ります。
　11 月８日早朝、バスで長野県を出発し、宿泊
施設に午後４時過ぎに到着しました。結団式で
は県選手団が一堂に会し、内山団長の力強い開
式宣言で盛り上がりました。懇親会で選手団の
交流をさらに深め、各代表は絶対に「優勝する」
と力強く決意を表明しました。
　９日の総合開会式は、全国から１万人を超え
る選手団の入場行進。3000 人を超える和歌山県
民によるメインアトラクションでは、いつまで
も情熱を持ち、笑顔でいるために夢を持ち続け
る大切さが歌い上げられ、感動しました。
　その後、午後に会場の岩出市に移動しました。
監督会議終了後、開始式には 72 チーム、248 名
の選手が出席。いよいよ翌日から試合開始です。
　10 日、若もの広場で予選リーグ戦開始。長野

県は佐賀県、札幌市、和歌山県Ａチームと対戦
し、２勝１敗で決勝トーナメント進出を決めま
した。宿に戻ってから近くの居酒屋で地元料理
を楽しみ、酒量が増すとともに気持ちもリラッ
クスしました。
　11 日決勝トーナメントは３回戦まで勝ち進
み、準決勝で岡山県に敗退しましたが、３位に
入賞しました。
　ペタンクはメンタル面がものをいう競技です。
出場が決まってから、チームで改めて基本的な
投球の練習をしてきました。練習通りに最善の
一球を投げるために、ミスを起こさないことを
第一に考え、練習の成果を発揮することができ
ました。今回の参加でまた技術を吸収できまし
たので、さらに上を目指して、日々練習を重ね、
生涯現役で励んでいきたいと思います。
　最後に、入賞できたのも県選手団役員の皆さ
んのご支援、ご協力の賜物と厚く感謝するととも
に、大会運営関係者の方々に感謝申し上げます。

関東・甲信越

長 野 県

清
き よ

原
は ら

基
も と

生
お

さん　　 84 歳　　 ● 参加歴：5 回目

ペ タ ン ク　「佐久コスモス」（監督兼選手）

見事３位入賞を果たしたチームメンバーと。（左から2人目）
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友と再会、入賞、そして高齢者賞受賞！ 最高の思い出に

　紀の国わかやま大会に参加できる喜びを胸
に、５名のチームメンバーで東京駅に集合、新
幹線で和歌山に向かいました。９日は最高の天
気に恵まれ、紀三井寺公園陸上競技場に着きま
した。入場前には特設会場で試食や買い物を
楽しみ、会場にはオレンジ色に輝くミカンの鉢
植えがたくさん並べられていて、参加者は甘く
ておいしいミカンをもぎ取って食べることがで
き、幸せのひとときでした。入場行進後はアト
ラクションを楽しみ、それからウォークラリー
チームは由良町に向かいました。ホテルは目の
前が大海原で、窓からの夕日が何ともいえない
美しさでした。就寝前に窓を開け、空を見上げ
ると満天の星でした。さいたまでは見られない
輝きに、ただただため息をつくばかり。この雄
大な海原と星空を胸に抱きしめ、眠りにつきま
した。
　10 日も晴天に恵まれ、会場の由良中学校に向
かいました。多くの人々に歓迎されて体育館に。
私たちはゼッケン２番、５名でスタートです。
途中で出される課題やゲーム（お
手玉を多くのマスに入れたり、
30 秒間に豆を箸でできるだけ多
くつまんだり）をして、約５キ
ロ歩いてゴールです。歩きなが
ら、全国からの多くの参加者と
のふれ合いを楽しみました。鹿
児島から参加されている紺屋ト
ヨ子さんは私より１歳年上です
が、今回も元気に参加されてい
ました。長崎大会で壱岐島を歩
いているときに「さいたまの大

久保さんですね」と声をかけられ、その後もお
会いするのが楽しみになりました。私は浦和レッ
ズの旗をプレゼントし、お返しに鹿児島の手拭
いをいただき、これが西郷さんや篤姫などの似
顔絵が描かれたものでうれしくなりました。お
互いに元気で参加できたことを喜び合い、この
次はいつ会えるかしら？！ となりました。
　優勝はできませんでしたが、前大会よりも上
位で入賞できたのがとてもうれしく、仲間と喜
び合いました。段上に昇り、素敵なメダルをい
ただいたのが最高の喜びでした。さらに高齢者
賞までいただき、楽しいねんりんピックでした。
翌日は、紀州徳川五十五万石の城下町をめぐる
観光に参加し、新幹線で帰途につきました。
　それから１週間後、「お花のお届け物です」
と玄関のベルが鳴り、「母の日でもないのにな
ぜ？」と不思議に思うと、「ねんりんピックから
です」ときれいな花束でした。高齢者賞の副賞
とのこと、和歌山は花木の一大産地。粋なはか
らいに感謝感謝感謝です。
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大
お お

久
く

保
ぼ

慶
け い

子
こ

さん　　 86 歳　　 ● 参加歴：14 回目

ウォークラリー　「ヤングさくら草」（選手）

関東・甲信越

さいたま市

チームメンバーと笑顔で記念撮影。（左から2人目）
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久しぶりに充実した時間を過ごしたねんりんピック

　私は日頃、さいたま市大宮武道館の弓道場で
稽古に励む、弓道歴 40 年の者です。
　2019 年５月に埼玉県立武道館で実施された弓
道の「ねんりんピック予選会」に参加したところ、
埼玉県とさいたま市からそれぞれ５名ずつ選手が
選ばれ、私は市の選手となりました。2011 年の
熊本大会に続いて２度目の参加となりました。
　翌６月から始まった「ねんりんピックの参加
者のための練成会（特別稽古）」に計９回参加し、
何とか毎回半分くらいは的中していたので、今
回は予選を通過し、決勝に進みたいと思ってい
ました。ところが、稽古をやり過ぎて、出発直
前に左膝を痛め、歩くのも辛い状況になってし
まいました。残念ながら、総合開会式はスタン
ドから見学しました。開会式のパフォーマンス
は素晴らしく、主催者の努力は大変なものだと
思いました。
　弓道大会は県の南にある田辺市で実施され、
全国から 65 チームが参加しました。さいたま

市は初日、各人４射で 20 射９中。私は膝が痛
く、はじめて立射で射ましたが、的中せず、翌
日は補欠の方に代わっていただきました。翌日
は20射10中で計19中というまずまずの成績で、
予選を 12 位で通過しました。決勝トーナメント
では、予選 3 位の愛知県と１回戦で戦い、同中
となって延長戦を戦い、１中差で敗退しました。
その後、愛知県は勝ち上がり、準優勝を勝ち取
りました。さいたま市は日頃の稽古の成果を出
し切って、予選を通過し、優秀賞をいただくこ
とができました。
　私たちチームメンバーは大会中、４泊５日の団
体生活を送り、帰りには高野山にお参りし、現
代の弓の名人「範士十段　中野慶吉」のお墓参
りをするなど、楽しく過ごすことができました。
　趣味で始めた弓道を通じて、年齢を重ねても
全国の愛好者と交わり、競うことができました。

「ねんりんピック」に参加して、久しぶりに充実
した時間を過ごすことができました。今後は無

理をせずほどほどに稽古を続けて、
機会があれば再度出場し、活躍でき
ることを楽しみにしています。

関東・甲信越

さいたま市

吉
よ し

田
だ

治
は る

弘
ひ ろ

さん　　 72 歳　　 ● 参加歴：2 回目

弓  道 　「さいたま市弓道」（選手）

優秀賞をいただき、幟旗の前で喜びのチームメンバー。（後列右から2人目） 予選 2日目。チームメンバーも緊張の表情。
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スポーツの素晴らしさ、楽しさを再確認した大会

　「スポーツ交流って素晴らしいなぁ、スポー
ツって美しいなぁ、サッカーって楽しいなぁ」。
私自身は初参加でしたが、開会式から最後の表
彰式まで、ねんりんピックはまさに「シニア世
代のスポーツの祭典」だと改めて感じることが
できた良い大会でした。
　私自身も仕事で保健体育やスポーツと関わ
り、また、サッカーを指導する中で関わる仲間
はいましたが、今後、リタイア後の人生を豊か
にしていくために、地域の方々とどのようにつ
ながり、交流していけばいいだろうとぼんやり
と考えていたところでした。そのようなときに
今のチームのメンバーに声をかけていただき、
大会に参加することになりました。
　2019 年４月の選手セレクション終了後、「ね
んりんピック紀の国わかやま
2019」への参加に向け、練習会
や練習試合に参加し、飲み会
などでもチームのメンバーとコ
ミュニケーションを深めること
ができました。さらに、今回の
大会で宿泊を共にすることで、
チームとしての一体感を感じる
ことができたことは喜びのひと
つです。また、開会式で学生時
代の先輩とばったり再会できた
こともうれしいことでした。
　「ねんりんピック紀の国わか
やま 2019」のサッカー競技は、
田辺市、新宮市、上富田町、串
本町で行われました。我々の試
合は上富田町のサッカーグラウ

ンドで行われました。天然芝のグラウンドでピッ
チの状態は素晴らしく、また地元高校生やボラ
ンティアの方々から温かなおもてなしをいただ
いて、心地よく過ごすことができました。
　試合は１勝２敗という結果に終わり、私自身
はやり残したことが多々ありましたが、我々チー
ムの選手や対戦相手の選手とお互いをリスペク
トし、全力を尽くして戦えたことに感謝してい
ます。運営スタッフやボランティアの皆さま、
本当にありがとうございました。
　今大会に参加したことで、素晴らしい思い出
と次につながる良い経験を得ることができまし
た。これからも、生活にさらにスポーツを取り
入れ、人とのつながりを大切にしながら、人生
を豊かにしていきたいと思います。
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小
お

倉
ぐ ら

寿
ひ さ

志
し

さん　　 61 歳　　 ● 参加歴：1 回目

サ ッ カ ー　「相模原シニア 60」（選手）

関東・甲信越

相模原市

試合前にチームで集合。いざ出陣。（前列左から４人目）

表彰式を終え、メンバーからも笑顔があふれる。（左から 4人目）





京田重雄さん	 ゲートボール	 30

金子紀子さん	 ボウリング	 31

田 中 	 哲 さ ん	 水泳	 32

清 水 	 寛 さ ん	 将棋	 33

赤塚正嗣さん	 卓球	 34

江面雄次さん	 囲碁	 35

丸山義明さん	 サッカー	 36

藤島正己さん	 弓道	 37

杉田憲司さん	 合気道	 38

杉本久美子さん	 テニス	 39

東 海
・

北 陸

富 山 県

福 井 県

岐 阜 県

静 岡 県

愛 知 県

三 重 県
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100 歳で迎えた「ねんりんピック」。まだまだガンバル！

　「ねんりんピック紀の国わかやま 2019」で 100
歳です。昔から同じチームで一緒にプレーして
きた下関ゲートボールクラブの仲間とともに 30
年以上健康で、病気もせずにゲートボールを続
けてこられたことがうれしくもあり、自慢でもあ
ります。
　近年のねんりんピックへの参加も今大会で４
回を数え、この度も最高齢者賞をいただき、市
大会・県大会・各大会に続き、喜びにたえません。
　残念ながらゲームの結果は３敗で、思い通り
に行かず、失敗するほうが多かったように思い
ます。
　ねんりんピック参加のかたわら、市内観光を
楽しみ、日本遺産巡りでは、歴史と万葉ロマン

あふれる、紀州 55 万石の和歌山城、紀三井寺、
刺田比古神社と数多くの史跡を見ることができ
ました。
　観光途中には「あの人が 100 歳」などといろ
いろな方に言われて注目され、「お願いします、
一緒に写真を１枚撮ってください」とたくさん
声をかけられました。パチリパチリと、シャッ
ター音が途切れることはありませんでしたが、
なぜか手元にはいまだに１枚も届いておりませ
んが。
　今回、ねんりんピックに参加して、本当に楽
しませていただきました。
　私も、富山・高岡の命の遺産まではと思って
感謝しつつ、これからもガンバリます。

東海・北陸

富 山 県

京
きょう

田
で ん

重
し げ

雄
お

さん　　 100 歳　　 ● 参加歴：４回目

ゲートボール　「下関チーム」（選手）

ゲートを狙いすまし、集中して一打。

チームメイトとともに、仲間を見守る。（左から2人目）
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個人戦３ゲーム、トータル 642 点でまさかの優勝！

　「ねんりんピック紀の国わかやま 2019」には
富山県から総勢 174 名が参加し、バス５台で和
歌山へ向かいました。
　ボウリングには、富山県からは２チームが参
加しました。私たちらいちょうチームは、残念
ながら県内の予選を通過できなかったのです
が、出場予定の方が体調を崩されて、急遽出場
が決まりました。
　ボウリング競技は、２日間にわたり、新宮市
の新宮東宝ボウルで全国から 126 名の選手が個
人戦・チーム戦で競いました。
　歓迎アトラクションでは、鯨踊りを披露して
くださいました。
　地元のボランティアの人たちから、温かいお

もてなしをしていただきました。豚汁や具だく
さんの味噌汁などをふるまってもらい、おいし
いみかんもたくさんいただきました。
　私がはじめてねんりんピックに出場したの
は、2016 年の長崎大会でした。とても感動した
のを覚えています。
　2018 年には地元富山で大会が開かれ、多くの
参加者を迎えて行われました。このとき、私た
ちきときと富山チームは、前半戦は５位で終わ
りましたが、翌日の後半戦でパートナーにも助
けられ、ダブルス戦で優勝することができまし
た。地元の応援の力もあり、心強かったです。
　今回の和歌山大会では個人戦３ゲームを行
い、トータル 642 点で優勝することができまし
た。信じられないことで、奇跡が起きたのでは
ないかと思いました。とてもうれしかったです。
　他県の方たちとも食事をともにし、交流する
機会があり、とても有意義な楽しいねんりんピッ
クでした。
　富山県の皆様にもいろいろとお世話になり、
ありがとうございました。
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金
か ね

子
こ

紀
の り

子
こ

さん　　 74 歳　　 ● 参加歴：3 回目

ボウリング　「らいちょうチーム」（選手）

東海・北陸

富 山 県

勝利に向けて、全力投球！チームメイトとともにいざ勝負。（前列右）
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80 歳で銅メダルを獲得！　心の底から叫んだ万歳

　今回のねんりんピックは福井県選手団長とい
う栄誉を担っての参加でした。福井県からは
161 人が参加しました。子どもや孫たちが住ん
でいる関西圏で大会が行われたため、皆が応援
に来てくれました。ねんりんピックへの参加と
久しぶりに子どもや孫たちに会えるという二重
の喜びを味わいました。
　開会式ではメインスタンドから、そして競技
会場では家族から熱心な応援をもらって、水泳
競技でメダルを獲得しました。私も 80 歳になっ
て最後のねんりんピックになるかもしれないと
考えていましたが、選手団長として参加した大
会でメダルを取ることができてほっとしました。
　表彰台では心の底から万歳を叫び、福井県社
会福祉協議会の役員や福井県選抜チームの監督
から写真を撮っていただき、忘れられない思い
出になりました。
　今回、私が水泳競技に参加して感じたことが
２つあります。まず、前回参加したときと比較
して、参加者が増えたように思いました。
　水泳は１レース８人で競技が行われますが、
同一競技への参加希望者が８人を超えると、選
手を２組以上に分けて競技が行われます。２組
以上のレースが多くなったことが、スポーツを
する高齢者が増えたことを示しています。
　スポーツをして、健康を維持、推進すること
で、高齢者の運動人口の底辺が広がり、ねんり
んピック参加者が増えてきたのではないかと想
像し、高齢化社会がこのようなところにも反映
しているように思います。
　もう１つ。全国から集まった参加者が会場近
くのホテルに分散して宿泊しましたが、毎朝食

堂で一緒に食事をする選手の食欲が半端ではな
く、びっくりしました。普通の人の１日分の栄
養摂取量を朝食で全部摂ってしまうのではない
かと思うほどの分量を食べるのです。この量に
して、この元気というのをつくづく感じました。
食事量を制限して健康に暮らすなど、とても考
えられません。常識が変わらなくてはいけない
とつくづく思いました。
　朝から思い切り食べて、身体は運動で調整す
るのが正しい、これが健康長寿の秘訣なのだと
改めて気づきました。自分の周囲にも元気な人
がいて、素晴らしいと思っていましたが、全国
から元気な人が集まってくると、上には上がい
ると認識しました。
　最後に、私は 80 歳まで健康に生きること、
2019 年のねんりんピックに出場してメダルを取
ること、という大きな目標を達成しました。今
後は健康に気をつけて新しい生きがいを模索し
ていきたいと思います。

東海・北陸

福 井 県

田
た

中
な か

　 哲
さとし

さん　　 80 歳　　 ● 参加歴：5 回目

水　泳 平泳ぎ 50m    「福井県選抜チーム」（選手団 団長）

福井県庁で行われた壮行式でチームメイトと。（後列左から2人目）
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チーム主将の重責を果たし、３位入賞

　2019 年のねんりんピックは和歌山県で行われ
たが、私はこの大会をとても楽しみにしていた。
開会式の入場行進では、福井県選手団の青のユ
ニフォームが映えて、とても力強く感じた。
　将棋の会場は高野山だったが、ここは故大山
康晴九段と故升田幸三九段が時の名人位をかけ
て対局し、「錯覚いけない、よく見るよろし」と
いう有名な升田九段の言葉を残し、大山名人が
誕生した地でもあった。チームの紹介コメント
に「オール五段で上位入賞」との触れ込みがあ
り、私はなぜか主将になっており、責任重大だ
と思ったが、これは県将連のほうで出場４回と
いう私の実績を買ったのだろう。副将の宮口喜
代治五段と三将の永田敬一郎五段も出場３回の
実績を持つ。
　大会１日目は 64 チームを 16 ブロックに分け
て、４チームずつのリーグ戦が行われた。各ブ
ロックから１チームが翌日のトーナメント戦に
出場できるというものだ。結果、我がチームは
２－１、３－０、３－０の３連勝で、予選通過
が決定した。２日目はベスト 16 によるトーナメ
ント戦だが、福井県チームは過去ベスト８が最
高だと聞いていたので、それ以上の成績を残し
たいと３人で誓い合った。１局目は地元和歌山
県Ｂと当たり、勝利し、２局目は過去に優勝も
している東京都チーム。１勝１敗で先の２人が
終わり、残るは主将戦の結果次第となったが、
指運よく勝利し、ベスト４となって、一応の責
任は果たしたと思ったものだ。これで事務局に
も県将連にも報告できると、ホッとしたのを覚
えている。だが、運もここまでで、次は準決勝、
北九州玄海チームとの対戦で、前局と同じく１

勝１敗でまたしても主将戦となり、ここで優勢
だった将棋を落としてしまった。皆に申し訳な
い気持ちだったが、皆はここまで来られて良
かったと励ましてくれた。夜は宿坊の遍照尊院
で３位入賞おめでとうと乾杯し、望外の成績を
肴に精進料理で喜び合い、舌鼓を打った。そう
いえば高野豆腐はここが源流らしく、３日間と
も同じような料理だった。３日目の料理にはな
ぜかトンカツがついており、もう１日早かった
ら良かったと笑い合った。
　さて、高野山には 40 年ほど前に一度、会社
の研修で来たことがあるが、多少交通の便が良
くなったぐらいで、大きくは変わっていないと
感じた。観光は時間の都合で１カ所、金剛峯寺
だけとなったが、由緒あるお寺ということで大
いに感慨にふけって帰路についた。
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清
し

水
み ず

　 寛
ひろし

さん　　 70 歳　　 ● 参加歴：4 回目

将　棋　「将棋　福井県」（選手）

東海・北陸

福 井 県

決勝トーナメントの前に、気合を入れて勝利を誓う。（中央）
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力を出し切った大会。次は特別表彰を目指す

　以前より関心があった「ねんりんピック」に、
卓球の監督兼選手としてはじめて参加しました。
また、岐阜県選手団長の大役も仰せつかり、関
係者約 1800 名が参加した結団式で決意表明を行
い、知事から団旗が手渡されたときには、重責
を肌で感じ、身が引き締まる思いになりました。
　総合開会式前日、前泊先である大阪で、岐阜
県選手団全員が参加し、懇親会を行いました。
他競技の選手とも交流を深め、お互いの健闘を
誓い合い、大変盛り上がったことを思い出します。
　当日、快晴の下で行われた総合開会式は想像
以上の規模であり、入場行進はテレビで見る全
国大会を彷彿とするようで大変感動しました。
その後行われた躍動感あふれる子どもたちのア
トラクションも大変見事で、翌日以降の活力を
もらいました。
　総合開会式終了後、監督会議に参加。その
後、合同開始式に参加しました。和歌山市によ
る盛大な歓迎セレモニーがあり、大きな太鼓に
よるアトラクションは迫力もあり大変見事でし

た。また、84 歳以上の選手に対しては特別表彰
があり、自分も特別表彰を目標にしたいと改め
て思いました。
　翌日、いよいよ卓球交流大会の開始です。ワ
クワクドキドキした気持ちで練習を早速開始し
たものの、周りの選手のレベルが高いことに驚き
ました。「交流が一番の目的で、勝敗は二の次」
とだけ思い、プレッシャーに負けないようにしま
した。結果的に決勝トーナメントには進めません
でしたが、持てる力は十分に出し切りました。
　私は今大会 65 歳で参加しましたが、70 代の
選手が多数見られ、スピードのあるボールや軽
快な動きなど素晴らしいプレーがとても印象的
でした。この方たちがラージボールのレベルを
上げていると強く感じ、自分も練習を怠らず、
努力が必要だと認識させられました。
　2020 年、ねんりんピックは岐阜県で開催され
ます。「おもてなし」をする気持ちを忘れず、他
県の選手と積極的に交流を深め、他県の方に喜
んでいただける大会にしたいと思います。
　最後に、大会の運営に関わった和歌山県の関
係者の方、岐阜県選手団を支援していただいた
岐阜県教育文化財団の皆様には大変お世話にな
り、御礼申し上げます。

東海・北陸

岐 阜 県

赤
あ か

塚
つ か

正
ま さ

嗣
つ ぐ

さん　　 65 歳　　 ● 参加歴：1 回目

卓　球　「岐阜清流チーム」（監督兼選手）

選手団集合場所で、笑顔で記念撮影。（右から3人目） 総合開会式で。これからいよいよ入場行進。（前列左端）



35

団体戦・個人戦ともに１位で念願の全国制覇！

　静岡県では５月に全国大会に向けた県予選を
行い、上位３名が代表となる。８つのクラス別
で行われ、参加者は約 200 名。県代表を決める
最上位クラス以外は小学生から 90 歳を超える
年配者までが参加し、世代を超えた交流が図ら
れている。
　私の全国大会への参加は５回目となったが、
開会式前日に開かれる出陣式は毎回楽しみで、
今回はライトアップされた大阪城が見えるホテ
ルで美味しいご馳走をいただきながら、同じ
テーブルについた合気道や将棋などの選手とリ
ラックスした会話を交わしたり、ダンスや民謡
などの余興を楽しんだりで、大いに英気を養っ
た。これが効いたのか、団体戦・個人戦とも１位、
念願の全国制覇が果たせた。
　ねんりんピックの大会で、改めて感動したの
は総合開会式だ。会場の入口で地元の子どもた
ちから熱烈な歓迎を受け、元気をもらった。また、
入場行進でグラウンドから見上げる周りの景色
は何回体験しても格別で、グラウンドに揃う大
勢の仲間との一体感を感じることができた。
　囲碁大会は勝者同士のトーナメントで、２日
間で４局対戦する。チームの成績は３名の合計
勝ち星で競うが、同点の場合には対戦した相手
の勝ち星の多いほうを上位とする方式を採用し
ている。結果、我が「ふじっぴー」チームは、
10 勝２敗で２位チームと同点ながら、相手との
勝ち星の差で優勝できた。また、個人戦でも、
全勝者が４人出た中で、これも対戦相手の勝ち
星に恵まれて１位となれたのは幸運だった。苦
しい局面の碁もあったが、粘ることができたの
は、チームメイトやお世話をいただいた方々の

おかげと感謝している。
　全国大会でもうひとつ楽しみにしているの
は、地元の文化や歴史にふれることだ。囲碁会
場の海南市にある黒江町と宿泊地の湯浅町で、
歴史の面影残る町並みを訪問する機会を得た。
黒江町は漆器づくりで古くから知られる町。地
元のガイドさんに案内していただいた。また、
湯浅町は醤油発祥の地で、その味覚を楽しんだ。
親切な町の人の説明で、自分の歩いている道が
熊野古道の一部と知って感激した。
　最後になるが、これからは、もっと多くの人
に囲碁に興味を持っていただけるような環境づ
くりに貢献できたらと考えている。最近、「居場
所づくり」が話題となっているが、我々のよう
な年配世代から子どもたちに囲碁のおもしろさ
を伝える場を作れたらいいなと考えている。
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江
え

面
づ ら

雄
ゆ う

次
じ

さん　　 73 歳　　 ● 参加歴：５回目

囲　碁　「ふじっぴー」（選手代表）

東海・北陸

静 岡 県

団体優勝したチームメイトと勝利をかみしめる。（中央）
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チーム全員参加で勝ち取ったグループ１位！

　数年前、選抜チームでねんりんピックに参加
した選手から、「『ねんりんピック』は開会式や
おもてなしが素晴らしいので、単独チームで出
場を目指そう」とチームに呼びかけがありまし
た。その後はチーム一丸となり、出場資格を得
るべく練習を重ね、今年も出場することができ
ました。過去には長崎大会と富山大会に出場し、
グループ１位を獲得できたので、今年も１位を
狙っていました。初日の宿泊先の大阪では盛大
な出陣式を催していただき、他の競技の選手と
テーブルを囲み、日頃の練習方法や健康維持の
秘訣など情報をやりとりしました。舞台ではダ
ンススポーツのペアが見事な演技を披露し、太
極拳のグループは若々しい演武で花を添えてく
ださり、団長をはじめ他の競技の選手とともに、
翌日からの健闘を誓いました。宿泊先から試合
会場に向かうバスでは他県のチームと同乗にな
り、車中でチーム運営の問題や健康の話題など、
シニアチーム特有の悩みをお聞きすることがで
きました。ねんりんピックならではのシニア同
士の交流ができ、大変参考になりました。
　初戦は素晴らしい天然芝の会場で鳥取県と対
戦しました。鳥取県はグループ内で一番の実力
があると考えていましたので、要所に経験豊か

な選手を配し、若手（といっても 60 歳ですが）
をうまくリードして先取点、追加点と有利に試
合を進めました。１点を返され、後半は防戦に
必死になる場面もありましたが、なんとか逃げ
切り、勝利をものにできました。２戦目は神奈
川県のチームでした。３点リードしてからは控
え選手が全員交代出場して、なお１点を追加し、
全員で勝利を勝ち取りました。２日目の対戦相
手は愛媛県の強豪チームでしたが、シュートは
１本も打たせず、１対０の会心の勝利で３戦全
勝で大会を終えることができました。今大会も
静岡県代表として、グループ１位を獲得できま
した。大会運営スタッフの心温まるおもてなし
と、審判団の素晴らしいジャッジで、安全でフェ
アな試合ができました。
　また、しずおか健康長寿財団の皆様や添乗の
スタッフからも試合中に大きな声援をいただき、
勇気をもらいました。
　大会をサポートしてくださったしずおか健康長
寿財団の皆様にはチーム一同大変感謝しておりま
す。私たち焼津飛魚サッカークラブは次回の岐阜
大会出場を目指し、静岡県シニアリーグを勝ち抜
きたいと思います。ありがとうございました。

東海・北陸

静 岡 県

丸
ま る や ま よ し あ き

山 義 明 さん　　 68 歳　　 ● 参加歴：３回目

サ ッ カ ー　「焼津飛魚サッカークラブ」（選手代表）

ゴールキーパーとして
リーグ優勝に大きく貢
献。（後列中央）
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「予選突破と上位入賞」を目標に見事準優勝！

　ねんりんピックへの派遣選手を決めるにあ
たっては、県で選考会を行います。愛知県は広
域で、大会への参加資格に該当する年齢の会員
も多いため、１カ所での予選実施は困難です。
そのため、従来から、名古屋市を除き東部、中
部、西部エリアの３地区に県を分けて予選会を
行い、毎年交代で本大会に代表を派遣していま
す。今回は西部エリアからの出場でした。選考
会では成績上位者から男女関係なく７～ 10 人
を選び、その中で女子と 70 歳以上が１人以上
入るように調整します。選手が決定した時点で、
大会出発までの５カ月間に毎月１回の強化練習
を行いました。そして、この強化練習に参加す
ることを大会参加への必須条件としました。「予
選突破と上位入賞」を目標に掲げ、厳しい練習
を続けてきました。
　名古屋駅を出発し、大阪で特急くろしお号に
乗り換え、御坊駅で下車。その後バスに揺られ
ながら、名産のみかん畑や梅畑など、広大な景
色を眺めながら、会場の田辺市に到着
しました。私たち弓道競技関係者の宿
舎は、会場まで徒歩で 10 分程度のと
ころで、期間中、ずっと同じ宿舎に滞
在するという幸運に恵まれました。
　開会式は、紀三井寺公園陸上競技
場で行われました。私たちも小旗を
手に持ち行進し、数々の素敵なアト
ラクションに感動し、楽しみました。
和歌山県出身の歌手である坂本冬美
さんが登場し、「ねんりん世代」にエー
ルを贈る曲を熱唱され、私もファン
の一人として、素晴らしい歌唱に感

銘を受けました。
　弓道大会は「京都三十三間堂通し矢」で有名
な和佐大八郎終焉の地、田辺市立弓道場で２日
間の競技が行われました。予選１回戦は 5 位、
２回戦が 2 位で予選突破し、まずは初期の目標
を達成、決勝トーナメントに進出しました。トー
ナメント１回戦は辛勝でしたが、２回戦と準決
勝は楽勝でした。決勝戦は地元和歌山県チーム
と対戦するも、一歩及ばず惜敗しましたが、愛
知県での予選会終了後にチームを結成し、合言
葉は「予選突破と上位入賞」と誓い合ったのが
実現し、大変うれしく思いました。また、交歓
試合出場の２人も、的中数を満たして賞品を獲
得でき、チームとしても万々歳の大会でした。
　観覧席からも的中の度に拍手がわき、選手も
心強く感じました。地元の皆様、誠にありがと
うございました。滞在中は、競技会場や控え所
での「おもてなし」など、手厚い歓待をいただ
いたことに感謝いたします。
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藤
ふ じ

島
し ま
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ま さ

己
み

さん　　 81 歳　　 ● 参加歴：2 回目

弓　道　「愛知県」（監督兼選手）

東海・北陸

愛 知 県

チーム一丸となって準優勝を勝ち取る。（後列右から3人目）
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道場の会員から花束贈呈のサプライズに感動

　ねんりんピック紀の国わかやま 2019 で、この
度はじめて合気道が競技種目として採用され、
三重県合気道連盟より選出された津合気道会の
杉田（76 歳）、落合（76 歳）、粉川（61 歳）の
まさに「ねんりんトリオ」が三重県代表選手と
して参加いたしました。
　本来、ねんりんピックには参加しないことで
周知されている合気道が今回参加できたのは、
まず和歌山県田辺市が合気道開祖・植芝盛平翁
生誕の地であること、また、2019 年が開祖没
後 50 周年という節目の年でもあり、県や市はじ
め植芝盛平翁顕彰会などの関係各位のご努力が
あって、和歌山でのねんりんピック開催とうま
くリンクして実現できたのだろうと思います。
　最初で最後になるかもしれないこの栄誉をい
ただきました３人が８日昼に津を出発、大阪で
前泊し、翌９日には紀三井寺公園陸上競技場で
の開会式に臨みました。総勢 144 名の三重県選
手団は観客からの大声援を受け、晴れがましく
旗を振りながらの入場行進は圧巻でした。いろ
いろな素晴らしいアトラクションを楽しく見学
させていただいたあと、合気道演武大会が行わ
れます田辺市紀南文化会館に移動し、ここで合
気道選手団歓迎会が催されました。和歌山県特
産品の食材が美味しく料理され、お酒とともに
舌鼓をうちながら、楽しいひとときを過ごしま
した。
　10 日は早朝より、開祖没後 50 周年の行事「翁
先生を偲ぶ会」に出席し、翁先生の眠る田辺市
の高山寺での法要とお墓参りを敬虔な気持ちで
済ませたのち、午後から待望の合気道演武大会
が開始されました。

　紀南文化会館の特設演武場で各都道府県の
代表 34 チーム、男女合わせて総勢 116 名が持
ち時間３分の演武に臨みました。私ども三重県
チームは 16 番目に演武し、結果として当会の落
合が男女各１名の最高齢者賞に輝き、私、杉田
は男女各３名の高齢者賞に入賞しました。副賞
には和歌山県の特産品を数々送っていただき、
家族に大いに喜んでもらうことができ、代表と
しての面目を保ちました。演武大会の会場には、
私の道場の会員数名がはるばる遠方より駆けつ
けてくれて、同館の玄関先で我々３名が花束贈
呈のサプライズをいただき、感動しました。ね
んりんピックに参加して一番のうれしい思い出
となりました。
　最後にお世話になりました三重県、和歌山県
の各関係者の皆様に心より厚く御礼申し上げま
すとともに、願わくは今後も合気道をねんりん
ピックの種目に採用していただけますよう、お
願い申し上げます。

東海・北陸

三 重 県

杉
す ぎ

田
た

憲
け ん

司
じ

さん　　 76 歳　　 ● 参加歴：1 回目

合 気 道 　「三重県代表」（選手代表）

遠方からの応援と花束に感動の笑顔。（中央）
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チームが心をひとつにして勝ち取った銀メダル！

　ねんりんピック三重県予選があったのは、令
和元年６月 23 日でした。その頃、私は同年２月
に生まれた初孫、それも双子の男の子の世話で
テニスは週１、２回練習するのみでした。予選
は運を味方につけたことと、パートナーの健闘
のおかげで代表になれました。
　私たち、三重県チーム「神の子」は、松阪市・
明和町・伊勢市・熊野市と細長い三重県の南勢
地区で練習している６人で構成することになり
ました。はじめてねんりんピックに参加する私
でしたが、顔見知りのメンバーで、とても安心
して大会に臨むことができました。
　11 月９日、秋晴れの空の下、「ねんりんピッ
ク紀の国わかやま 2019」の開会式が紀三井寺公
園陸上競技場で開催されました。前回参加した
人から開会式の印象と感動を聞いていましたが、
まさに聞いていた通りで式典、アトラクション
などが本当に素晴らしく、スローガンに掲げる

「あふれる情熱 はじける笑顔」そのものでした。
　11 月 10 日、競技１日目、いよい
よ予選リーグです。相手は相模原市・
仙台市・兵庫県チームで、全勝して
リーグ１位になりました。夕食時は
リーグ１位を喜びつつも、普通に食
事をし、翌日に備えて早く就寝しま
した。
　11 月 11 日、競技２日目、決勝トー
ナメントです。皆があえて優勝とは
いわず、目の前の試合１つひとつに
集中した結果、決勝戦まで来ました
が、残念ながら１－２で負けてしま
い、準優勝でした。でも、皆で頑張っ

て１つのチームになれたと感じました。
　表彰式では、１人ずつ銀メダルをかけてもら
い、とてもうれしく心に残りました。表彰式が
終わる頃には外は暗くなり、帰りの駅へ急ぐこ
とになりました。和歌山県に３日もいながら観
光できませんでしたが、帰りのバスや電車の中
で、他県のテニスの選手や三重県の他の競技の
選手と「ねんりんピック」という共通の話がで
きて、楽しい時間を過ごすことができました。
　帰ってから新聞にチーム６人で撮った大きな
写真と記事が載り、テニス仲間や地域の人たち
から「おめでとう」や「新聞見たよ」と声をか
けてもらい、いつまでも「ねんりんピック」の
話をしています。
　最後になりましたが、「ねんりんピック」に
携わってくださいました皆様のおかげで、楽し
く過ごすことができ、心より感謝いたします。
また、もう一度感動を味わいたく、この大会に
参加できるよう、練習に励みたいと思います。
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杉
す ぎ

本
も と

久
く み こ

美 子 さん　　 60 歳　　 ● 参加歴：1 回目

テ ニ ス　「神の子」（選手）

東海・北陸

三 重 県

チーム全員で勝ち取った銀メダル。（チーム左から3人目）





近 畿

田村公伸さん	 剣道	 42

小 林 	 昇 さ ん	 テニス	 43

星野悦治さん	 テニス	 44

高橋直樹さん	 弓道	 45

松平秀利さん	 合気道	 46

平井英勇さん	 水泳	 47

金田好充・好美さん	 ダンススポーツ	 48

永長美保さん	 太極拳	 49

竹中利春さん	 マラソン	 50

永柳恵子さん	 マラソン	 	51

京 都 府

大 阪 府

兵 庫 県

奈 良 県

和歌山県

大 阪 市
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亡父と２代続けて大将として参加。縁を感じた大会

　亡父は第６回ねんりんピック京都大会に同じ
く剣道で大将として出場し（当時 72 歳）、第３
位に入賞した。また、開始式において、選手宣
誓の栄誉を担ったのを覚えている。今回で私は
５回目の大会参加、京都府の監督兼大将として
出場することになり、父と同じ 72 歳で大将を務
めることに縁を感じた。
　８月より 11 月初旬まで、府・市合同の強化稽
古を実施した。９月には、近隣府県から 12 チー
ムが剣道の聖地・武徳殿に集合、白熱した強化
試合を展開し、本番に備えた。
　11 月８日に京都府選手団の結団式後、奈良県
橿原市のホテルに移動。直ちに橿原神宮に参拝
し、必勝と安全を祈願した。夜には懇親会が催
され、それぞれのチームが決意表明を行った。
　２日目の総合開会式には１万人の大選手団が
集まり、地元和歌山県の皆さんによる歓迎の下、
盛大に開催された。御臨席の彬子さまからいた
だいた、「ねんりんピックで輝く皆様が、ます
ます輝く未来を作っていかれることを祈ります」
とのお言葉に、心を新たにした。
アトラクションも素晴らしく、心
から楽しんだ。
　３日目、大会初日。白浜町立総
合体育館に全国から 70 チームが
集結した。開始式では井澗誠白浜
町長による挨拶のあと、名古屋市
の前島昭さんが 92 歳で最高齢者
賞を受賞された。その立ち居振舞
いは颯爽として若々しく、この大
先輩に見習いたいと思った。
　予選リーグ開始、我々は練習会

場で準備運動などを行い、本番に備えた。初戦
は佐賀県に１勝２敗、２戦目は静岡市に２勝２
敗。取得本数２対３で勝利を収めた。成績は１
勝１敗で、予選敗退となり、応援団の期待に沿
えなかった。また、市チームの敗退も確定した。
夕食は苦いビールと酒での反省会になり、自室
での２次会も話題が尽きなかった。　
　４日目の決勝トーナメントは初戦を見学し、
京都市チームとともにバスで円月島・白良浜な
どを観光。宿泊地である那智勝浦町のホテルに
移動した。忘帰洞という天然の洞窟風呂で、太
平洋から打ち寄せる波音と景色、そして温泉を
満喫。その後、宴会となり、魚介料理とお酒を
堪能した。２次会も剣道談議で盛り上がった。
　５日目は午前中、レトロな定期観光バスに乗
り、那智の滝・熊野那智大社・青岸渡寺などを
観光して、帰洛した。
　今大会で親しくなった方、お世話になったす
べての皆様に厚く御礼申し上げます。ありがと
うございました。

近　畿

京 都 府

田
た

村
む ら

公
き み

伸
の ぶ

さん　　 72 歳　　 ● 参加歴：5 回目

剣　道　「京都府」（監督兼選手）

総合開会式でチームの仲間と。（右から２人目）
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入場式で選手団旗手の大役も果たした、充実の４日間

　我々は八尾市立志紀テニス場で、月火木の午
前９時から 11 時までテニスを楽しんでいます。
平均年齢が約70歳で約100人、88歳の男性も「若
い人」に負けじとコートを走り回っています。
　今回は大阪府代表に選ばれ、選手団 140 名と
ともにバスに分乗し、紀三井寺公園陸上競技場
に到着しました。会場には全国から大勢が集ま
り、沖縄県を先頭に入場行進が始まりました。
私は大阪府選手団の栄誉ある旗手を務め、いい
思い出になりました。和歌山県選手団の人数に
圧倒され、約１万人が色とりどりのユニフォー
ムに身を包んだ様子は圧巻でした。
　旗手の大役も無事に終え、テニス、卓球、ゲー
トボールの開始式が和歌山市内で行われまし
た。歓迎の和太鼓は重奏で迫力満点でアンコー
ルが何度も続きました。
　その後、夕食時に、翌日からの試合に向けた
ミーティング（大酒宴）をし、「試合では普段の
力の半分も出ない」「７割出れば御の字」「平常
心で戦いましょう」などと盛り上がりました。
　いよいよ試合開始です。最初の対抗戦はかな
りの緊張状態で、残念ながら完
敗。次の対抗戦は少し良くなり
ましたが、これまた完敗。最後
の対抗戦はせめて１勝と意気込
みましたが、またもや完敗。皆
が意気消沈と思いきや、笑顔が
絶えず、味方の「珍プレー」に
も拍手喝采。スタンドにいる他
のチームの応援者から「明るく
ていいですね」とおほめの言葉
をいただきました。夕食時の反

省会でも各々が反省しつつも初日に続き大宴会
となりました。
　私は監督としてこのままでは帰れないと思
い、「明日、１勝した組には、ポケットマネーで
食事会にご招待します」と“ニンジン作戦”を
発表しました。翌日は予選リーグ４位のグルー
プのトーナメントです。第１試合は一進一退で
終盤タイブレークとなりましたが、もう一歩で
惜敗。第２試合は女性組の頑張りで待望の１勝。
第３試合はこれまた大接戦となりましたが、残
念ながら惜敗しました。
　結果は散々でしたが、皆は参加できたことに
大満足しており、全員がうまく次の予定に切り
替えることができました。
　大会後は全員で白浜へ向かいました。千畳
敷、三段壁洞窟を観光し、翌日はアドベンチャー
ワールドへ行き、「彩浜」と世の男性の憧れ、
パパパンダの「永明」に会い、帰阪しました。
　和歌山での４日間は私にとって、楽しく、有
意義な人生の１ページでした。関係者の皆さん、
チームの皆さん、本当にありがとうございました。
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小
こ

林
ばやし

　 昇
のぼる

さん　　 74 歳　　 ● 参加歴：3 回目

テ ニ ス　「志紀ゆうゆうテニスグループ」（監督兼選手）

近　畿

大 阪 府

愛知県代表と試合前のコートで仲良く記念撮影。（後列左端）
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チームメンバーとの絆が強まった楽しい大会

　「ねんりんピック」は、長崎大会に続いて２度
目の出場です。長崎大会では何の心配もせず、
歓迎アトラクションや式典などを楽しめました
が、今回は総合開会式の選手団紹介者に選ばれ
ていました。不安でドキドキしていると、つい
に大阪府選手団が行進してきました。全国から
の約１万人の選手の前で、精一杯大きな声でお
国自慢を伝えました。大役でしたが、今までに
ない緊張と感激とを体験できました。
　総合開会式が終わり、和歌山市内で開催され
る競技の合同開始式にバスで移動しました。和
太鼓の演奏で歓迎され、演奏が終わるたびに「ア
ンコール」の声が上がりました。演奏者の皆さ
んも、何度も迫力ある演奏を続けていただき、
割れんばかりの拍手で感動しました。
　開始式が終わると、外はすっかり暗くなって
いました。宿泊先に到着し、明日の試合に向け
てメンバーで打ち合わせ、団結力を固めました。
　２日目は昨夜のミーティングを踏まえて試合
に挑みました。壮行会で先輩から「緊張でラケッ
トが思うように振られへんで～」

「ワンポイントを取るだけでも大変
やで～」と聞きましたが、まさに
その通りでした。結果は、愛知県
に０対３、宮崎県に０対３、高知
県に０対３で完敗でした。悔しい
思いをしましたが、大変勉強にな
り、とても楽しいテニスができま
した。
　３日目は予選４位グループの
トーナメント戦です。前夜の反省
会で「何も考えずにリラックスし

てやったらええやん」「そうしようか」と意見が
まとまりました。男性軍２組はともに負けまし
たが、女性軍は勝ち、ベスト８には進めません
でしたが、１勝できたことに大満足しました。
　ねんりんピックに出場できたことに大変喜び
を感じ、ウキウキしながら会場をあとにして、
レンタカーで一路、白浜方面に向かいました。
車中では観光モードでドライブを楽しみました。
千畳敷、三段壁洞窟を観光し、１泊しました。
この夜も、飲みながら、テニスや観光の印象な
どを話し合い、楽しく過ごすことができました。
４日目、アドベンチャーワールドでは、ねんり
んピックに参加されたと思われる方々を見かけ
ました。
　大会に参加して、このように楽しくテニスや
観光ができたことは、大変有意義で、このメン
バーとより強い絆ができたと思っています。
　最後に、ねんりんピックに携わっていただい
た皆様方に、御礼と感謝を申し上げます。本当
にありがとうございました。

近　畿

大 阪 府

星
ほ し

野
の

悦
よ し

治
は る

さん　　 72 歳　　 ● 参加歴：２回目

テ ニ ス　「志紀ゆうゆうテニスグループ」（選手）

チームの皆と観覧席から試合を観戦。（左から２人目）
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田辺市のボランティアの温かさが忘れられない思い出に

　私は「ねんりんピック紀の国わかやま 2019」
に兵庫県から弓道代表として参加しました。日
頃は週 2、3 回、退職した会社の施設で弓道を
練習しています。80 数歳になる OB・OG から、
入社間もない 20 歳過ぎの若者まで、老若男女
が和気藹々と、ときには厳しく指導者から指摘
を受けながら楽しく弓道の道を究め、県や会社
の弓道大会などにも参加し、日頃の成果を発揮
しています。
　私は 67 歳で、体力に合った強さの弓を使い、
弓を引く回数も調整しています。体力維持と人
との交流を目的に趣味で始めて 10 年になり、深
夜まで必死に働いた現役時代とは異なる価値観
を見つけ、人生を豊かに楽しくするように心が
けています。
　そのような中、県予選を経てねんりんピック
に参加し、スタッフ、ボランティアの方から温
かくかつ細やかな接遇を受けて、楽しく過ごす
ことができました。
　まさに「おもてなし」を実感する
ことがありました。大会中のことです。
お土産や衣服で一杯になった荷物を
宅配便で送ろうと、段ボール箱を選
手控えの体育館で探し、宿泊所にも
問い合わせましたが、入手できない
状況でした。体育館の案内所にいた
男性に相談しましたが、「手近にあっ
た段ボール箱は全部なくなりました」
とのことで、仕方なくその場を去り
ました。ところが、間もなく、その方
が兵庫県の私の席に突然現れました。
案内所では所属も名前も告げなかっ

たのに、私が着ていた兵庫県のユニホームと顔
を覚えていて来てくれたのだと驚きました。
　「体育館には段ボール箱がないので持って来
ます」とのことで、明日にも手に入るだろうと、
自分の名前と携帯番号を告げ、体育館をあとに
宿に帰りました。すると「今から宿に持ってい
きます」と連絡が入り、間もなく「兵庫県から
は６名いらしているので、６箱持って来ました」
と、数は伝えていないのに人数分、それも新品
の段ボール箱を持って来ていただきました。さ
らに「必要かと思い、ガムテープも持ってきま
した。どうぞ、差し上げます」と言われ、そこ
までしていただき、驚きました。
　田辺市のボランティアの方でした。驚くほど
の手厚い対応に驚きと感謝しかありませんでし
た。決勝トーナメントには進めませんでしたが、
このような素晴らしいことがあった「ねんりん
ピック」は一生記憶に残ると同時に、田辺市の
方の温かい御恩を忘れることはできません。
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高
た か

橋
は し

直
な お

樹
き

さん　　 67 歳　　 ● 参加歴：2 回目

弓　道 　「兵庫県」（監督兼選手）

近　畿

兵 庫 県

会場となった体育館前でチームの皆と。（左端）
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参加者の若々しさに感動。大いに刺激を受けた大会

　まず、今回のねんりんピック参加にあたり、
大会前から親切なご説明、結団式などご配慮い
ただき、当日の誘導などでもご尽力いただきま
した兵庫県のスタッフの方々、和歌山県の職員
の方々、田辺市の職員の方々に心より御礼申し
上げます。
　私は「ねんりんピック」という言葉をおぼろ
げに知る程度でした（ついこの間まで、参加対
象者ではなかったこともあります）。まさか、自
分が今回の参加者になるとは思ってもいません
でした。
　結団式より、さらに開会式で、参加される方
たちの年齢の高さに思わず目を見張りました。
私が参加した合気道でも、最高年齢の方はたし
か 87 歳だったと記憶しております。そして、参
加者は皆、元気で若々しい方たちでした。私は、
年齢はまだまだ若いほうでしたので、これから
もますます元気で合気道を続けていこうと決意
を新たにした次第です。

　合気道は、田辺市で演武という形式で行いま
した（ご存じの方もおられると思いますが、合
気道には試合がありません）。もちろん、大勢の
高齢者の方たちが演武されておられました。
　高齢化の進行が著しい日本。その中にあって、
いかに元気に生き生きと人生を送るかが問われ
ると思います。ねんりんピックに参加するとい
うことは、１つの大きな生きがいなのではない
かと考えます。何といっても「体を動かす」こ
とは、最も大事なことですから。そして、日本
全国に高齢でも生き生きと人生を送られている
方が多くおられ、その方たちが一堂に会するこ
とができるのは、この上なく素晴らしいことだ
と思いました。
　「生涯現役、生涯スポーツ（私であれば、生涯
合気道ですが）」を目指して、これからも合気道
を続けていきます。今後もねんりんピックに多
くの方が参加され、高齢者のスポーツがますま
す盛んになることを心よりお祈り申し上げます。

近　畿

兵 庫 県

松
まつだいらひでとし

平 秀 利 さん　　 61 歳　　 ● 参加歴：1 回目

合 気 道 　「合気道せいぶ館」（選手）
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全員で泳法を確認。チーム一丸となって試合に挑む

　私は子どもの頃から水泳が好きで、社会人に
なってからも、スイミングスクールで週２回程
度のペースで、水泳好きなメンバーとともにス
ピード練習をしたり、マスターズ大会に出場し
たりしています。
　今回、ねんりんピックに出場させていただく
ことになったのは、2018 年富山大会で表彰台に
上がったトップアスリートの方から勧めていた
だいたことがキッカケです。そのときは「自分
など大丈夫かな？」と不安でしたが、予選会を
無事通過して、本大会に参加させていただける
ことになりました。
　出場が決まってからは、日に日にこの大会の
スケールの大きさを感じるようになりました。
開会式では、数千人の方々が参加された素晴ら
しい演出の数々に、我々選手一同、感動いたし
ました。さらに皇族の方やスポーツ庁長官とい
うそうそうたる来賓の顔ぶれ、そして雲ひとつ
ない秋晴れが、この開会式の演出を一層盛り上
げてくれました。私にとっては、経験したこと

のない光景でした。
　奈良県からも、数多くの種目に選手が送り込
まれました。我々「およげせんとくん」水泳選
手団は男性３名、女性２名、計５名で参加させ
ていただきました。若造の私がリーダーを務め
ることになり、サブプール横のジャグジーで諸
先輩たちに生意気にも「試合直前水泳教室」を
実施して、泳法のチェックとコツの確認をし、
チームで一丸となって試合に挑みました。
　今回の大会で一番驚いたのは、定年になった
ばかりの選手が強いのは当然ですが、80 歳以上
の高齢の選手の方々がお元気なことです。皆さ
ん、まったく年齢を感じさせず、ハツラツとされ
ていました。そんな先輩方の姿に接し、私ももっ
と体力をつけ、技術を磨かなければいけないと、
今後のトレーニングの目標が見つかりました。
　最後に、今回のねんりんピックにご協力いた
だいた関係者の方々、また共に戦ったチームメ
ンバーへ改めて感謝いたします。ありがとうご
ざいました。
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平
ひ ら

井
い

英
ひ で

勇
お

さん　　 62 歳　　 ● 参加歴：1 回目

水　泳 平泳ぎ 25m・50m    「およげせんとくん」（責任者）

近　畿

奈 良 県

試合後。チーム一丸となって健闘した。（左端） メダルを胸にうれしさがこみ上げる。
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情熱と笑顔で力いっぱい踊り、３個のメダルを獲得！

　和歌山県ダンススポーツ連盟会長より、「ね
んりんピックに出場しませんか」とお誘いをい
ただき、参加させていただくことになりました。

「ねんりんピックって何？　オリンピックはわか
るけれど。あっ、シニアの大会、60 歳以上の大
会だ」という感覚でした。私は 67 歳、妻は 64
歳と対象年齢は十分に満たしています。28 年間、
夫婦でダンスをしてきた集大成にしようと参加
しました。
　紀三井寺公園陸上競技場で行われた総合開会
式では、新調した和歌山県のユニフォームを着
ての行進です。孫と同じような年齢の子どもた
ちが旗を振り、声援しながら花道を作ってくれ、
これからねんりんピックに参加するんだと気持
ちが昂りました。胸を張り、和歌山県のＰＲキャ
ラクター「きいちゃん」のぬいぐるみを高らか
に上げ、行進しました。
　ダンススポーツの会場は、マグロと温泉で有
名な那智勝浦町にあります。前日、会場に到着
すると、都道府県からの代表選手が大勢練習し
ていました。大会には196組の選手が参加します。
　皆さん、60 歳以上とはいえ、熱心で若々しい
方々でした。夜は那智勝浦町名産のマグロ尽く
しの食事を堪能し、他県の選手と親睦を図り、
楽しいひとときを過ごしました。
　温泉も「ええ塩梅」で、次の日の活力となり
ました。ダンススポーツの開始式では広い会場
がシニア選手で埋め尽くされ、圧倒されました。
　私たちは決してうまくなく、自信もありませ
んが、情熱と笑顔で、観戦している方々も巻
き込んで、ダンスの楽しさを届けたい一心で力
いっぱい踊りました。すると、なんとルンバで

優勝、チャチャチャで３位、タンゴで３位と３
個のきいちゃんメダルをいただきました。
　団体戦は、県勢一丸となり、応援に競技にと
大健闘し、結果７位でした。皆、充実感でいっ
ぱいでした。
　今は 28 年のダンス生活を本当に楽しんでい
ます。競技会では他府県からの方々と話に花が
咲いたり、ダンス仲間とステップ１つを論じ合
い、県連盟主催のパーティーでダンス愛好者と
交流したり、皆で一緒に練習したり、おまけに
健康もいただいています。
　今大会参加者の最高年齢は 100 歳です。人生
100 年といわれる時代になりました。ダンス音
楽を聴き、リズムに乗って、体を動かす。いつ
までも楽しく、あふれる情熱、はじける笑顔で
ダンスを続けたいと望んでいます。
　会場を設営していただいた役員の皆様、お世
話になり、ありがとうございました。

近　畿

和歌山県

金
かね

田
だ

好
よし

充
みつ

さん・好
よし

美
み

さん

ダンススポーツ　「和歌山県」（選手）

67 歳・64 歳  ● 参加歴：1 回目

28 年間のダンスの集大成がここに。
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仲間との青春ドラマのような練習。そして感動の優勝！

　「あふれる情熱　はじける笑顔」をスローガ
ンに、青空の下、私たちの地元和歌山県で開
催されたねんりんピック和歌山大会。選手の皆
さんが全国から集まり、幼稚園の小さなお子さ
んから小学生、大人まで約１万人がグラウンド
いっぱいに広がって、開会式は圧巻のひとこと
でした。大きな大会に参加したことのない私は、
頑張らなくてはと改めて気の引き締まる思いで
した。
　私たちの「チーム陣」はねんりんピック和歌
山大会への出場を目指して 2016 年秋に結成さ
れて、現在３年目です。はじめは土曜日の午後
４時から１、２時間の練習でした。それぞれの
経験年数も習っている先生も教室も違うため、

「足を上げる、降ろす（一番大切なところです）」
のタイミングを合わせるところからスタートし、
日によってタイミングが合ったり合わなかった
りが続きました。
　次は、演武するときに流す曲を選ばなくては
いけませんでした。４分以内で、盛り上がりの
ある「地球に乾杯」に決まったのですが、３分

57 秒を超えると、タイムオーバーになります。
衣装もコートに映える色を考えて白地にし、世
界遺産「紀伊山地の霊場と参詣道」の熊野のシ
ンボル・ヤタガラスを紺色の別布で切り取り、
手で縫いつけました。
　演武の組み立ても少しずつ変更を加えなが
ら、先生のご指導のもと、1 つの目標に向かっ
て、周りを思い、悪いところは話し合い、まる
で昔よく見ていた青春ドラマのような時間を過
ごしました。
　交流大会当日は、臨時の客席ができて、それ
でも立ち見が出るほど観客の熱気にあふれ、い
つも使っていた体育館とは別の場所のように感
じました。
　こうした中で多くの応援をいただき、優勝と
いう、周りも私たち自身もびっくりする結果を
出すことができました。
　60 歳を超えてなお、努力、チームワーク、感
謝、などという言葉が身近なものになるとは思
いませんでした。このような年でも青春できる
のだと感じ、チームの仲間はかけがえのない存

在となり、太極拳がよ
り楽しくなりました。
　最後に、大会開催に
向けて、さまざまな準
備をしてくださった、
県・市・連盟スタッフ
の皆様に心から感謝申
し上げます。ありがと
うございました。
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永
な が

長
お さ

美
み

保
ほ

さん　　 60 歳　　 ● 参加歴：1 回目

太 極 拳　「チーム陣」（監督兼選手）

近　畿

和歌山県

先生の胸にかけた優勝メダル。
（左から3人目）
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５回目出場で選手団旗手を務め、さらなる精進を誓う

　令和元年 11 月 10 日、午前９時 30 分、好天
に恵まれた「くじらの町」和歌山県太地町でマ
ラソン交流大会 10 キロの部の号砲が鳴り、アッ
プダウンのある５キロを２周する難コースに向
かって走り出しました。
　ねんりんピックへの参加は今回で５回目を数
え、2011 年の熊本大会に始まり、高知大会、山
口大会、秋田大会と隔年で走り抜けてきました。
和歌山大会は令和初の大会でもあり、大阪市選
手団の旗手も任されて気合十分でしたが、結果
は 50 人中 23 位とまずまずでした。
　私とねんりんピックの出会いは 10 年前、ス
ポーツジムの友人に紹介されたことに始まりま
す。区役所で募集パンフレットを入手し、申し
込んで、長居陸上競技場での予選会に参加で
きました。当日、トレーニングウェアに身を包
み、はじめて走る長居陸上競技場のトラックは、
シューズに伝わるクッション感、カーブで体を
傾ける際の遠心力など実に爽快で、軽快に走り
抜けることができ、大阪市代表の座を獲得
できました。はじめての熊本大会では、マ
ラソン男子 10 キロの部に参加して 49 分で
ゴールイン。わずかの差で入賞を逃しまし
た。それからは隔年参加の目標を掲げ、ト
レーニングに励み、目標を達成してきまし
た。３回目の山口大会では萩城跡周辺を
周回し、石畳の感触が格別でした。４回目
の秋田大会は前半下り、後半上りのきつい
コースで、71 歳という年齢もあってか、他
の参加者に抜かれてばかりでした。５回目
の今回は大阪市選手団の旗手をさせていた
だき、選手団を代表して先頭を歩き、得難

い経験ができました。
　ねんりんピックの魅力は、競技への参加だけ
ではありません。現地に宿泊して、大会運営や
競技運営を支えていただいている地元の人や関
係者とふれ合い、非日常を体験できる大会です。
他県の選手団の団長、若いプラカーダーの人た
ちとも気さくに会話することで、知らなかった
ことをいろいろと教えてもらい、とても参考に
なりました。
　今回は大阪市選手団の旗手として行進する雄
姿を娘婿が撮影してくれて、娘夫婦との絆を強
く感じた大会でもありました。写真は友人に自
慢して見せています。
　ねんりんピックには 80 歳、90 歳を超えて参
加されている方も多く、まだまだ精進せねばと
感じています。これからも「若いもんには負け
へんでー」と気合を入れながら、週５日、スポー
ツジムで汗を流し、2021 年の神奈川大会の参加
を目指したいと思います。

近　畿

大 阪 市

竹
た け

中
な か

利
と し

春
は る

さん　　 73 歳　　 ● 参加歴：5 回目

マ ラ ソ ン 10㎞    「大阪市」（選手）

開会式では大阪市選手団の旗手を務めた。（中央）
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80 歳、10 回目の参加。高齢者賞もいただき感激

　恵まれた天気の下、全国の高齢者がスポーツ
や文化活動を通じて交流する「第 32 回全国健
康福祉祭和歌山大会（ねんりんピック紀の国わ
かやま 2019）」の総合開会式が、11 月９日、紀
三井寺公園陸上競技場で行われました。
　沖縄県を先頭に 47 都道府県、20 政令指定都
市の選手団が色とりどりのユニフォームで入場
行進し、地元和歌山県の大選手団が最後に行進
しました。大阪市選手団は 27 番目、総勢 120
名で、先頭は同じマラソン競技に参加する竹中
さんが旗手を務められて堂々の入場行進となり
ました。
　私は大阪市選手団紹介者として、「大阪市は
歴史と芸能、文化にふれることができる魅力あ
る街です。選手団も交流大会でこの魅力をお届
けします」と大会にかける意気込みやお国自慢
をアピールし、メインスタンド前で帽子を振る
ことができました。
　総合開会式には三笠宮家彬子さまが出席され
ており、国旗掲揚、大会旗の掲揚に
続いて炬火の点灯があり、続いて、
地元の小中高生によるアトラクショ
ンでは、四季折々の歌で夢を持ち続
ける大切さを見ることができ、勇気、
元気、活力が湧いてきました。
　開会式終了後は、マラソン交流大
会の開催地の太地町まで移動し、途
中、串本町の橋杭岩の景色、景勝地
からの夕日など、都会では味わうこ
とができない素晴らしい景色を楽し
むことができました。
　翌日 10 日には、マラソン交流大

会開始式が太地くじら浜公園で行われました。
ここでは特別表彰として、最高齢者２名の方に
続き、80 歳の私が高齢者賞に選ばれ、表彰状、楯、
花束まで頂戴し、大変感激しました。
　人生 100 年時代の昨今、マラソン交流大会は
スポーツマン、スポーツウーマンの集まりで、
皆さん元気で速いことに驚きました。
　私は過去数回、このマラソン交流大会に参加
させていただいていますが、今大会では傾斜の
緩い登り坂もきつく感じ、他の参加者について
いけず、完走はできたもののゴール直後は座り
込んでしまいました。
　マラソン交流大会が無事に終わり、くじら浜
公園で他の選手の皆さんと一緒に交流したり、
また地元太地町の祭りの再現を見たり、また地
元の食材を使った料理がふるまわれたりと、大
いに堪能することができました。
　大会を支えていただいた地元太地町の皆々
様、大変お世話になりました。
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永
な が

柳
やなぎ

恵
け い

子
こ

さん　　 80 歳　　 ● 参加歴：10 回目

マ ラ ソ ン 3㎞    「大阪市」（選手）

近　畿

大 阪 市

高齢者賞を獲得した受賞式で。（左端）





中 山 	 誠 さ ん	 ダンススポーツ	 54

岩佐光恵さん	 民謡	 55

土 屋 	 淳 さ ん	 サッカー	 56

井上隆治さん	 ペタンク	 57

江口明彦さん	 水泳	 58

梧桐節男さん	 ソフトボール	 59

松原利広さん	 剣道	 60

松山敏明さん	 ソフトボール	 61

板東光彦さん	 オリエンテーリング	 62

三好邦夫さん	 卓球	 63

柴田郁夫さん	 ソフトバレーボール	 64

松本祐一郎さん	 弓道	 65

岡 	 達 也 さ ん	 合気道	 66

川中武範さん	 ソフトボール	 67

鳥 取 県

島 根 県

岡 山 県

山 口 県

徳 島 県

香 川 県

高 知 県
岡 山 市
広 島 市

中 国
・

四 国
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チームメイトが最高齢者賞、副賞でマグロ１キロ獲得！

　私は平素、鳥取県ダンススポーツ連盟事務局
長、また日本ダンススポーツ連盟普及指導員と
して、社交ダンスの普及に携わっています。年
数回、中国・四国の大会に出場していますが、
今回はじめてねんりんピックに参加しました。
　鳥取県ダンススポーツ連盟は平成 26 年に発
足し、当初は会員も 10 名程度でしたが、現在は
100 名を超える組織となりました。
　社交ダンスはジュニアからシニアまで幅広い
年齢層で楽しめるスポーツです。連盟は、県民
の皆様の健康増進のため、また生涯の生き甲斐
としてダンススポーツを楽しめるよう、いろい
ろな活動をしており、普及競技会、ダンス交流会、
ジュニアダンス、車いすダンス、数年前からは
高等専門学校および高等学校の体育授業で社交
ダンスをしています。
　今回の和歌山大会には、団体戦のワルツ、タ
ンゴ、チャチャチャ、ルンバに、それぞれ男女
２名１組、合計８名、個人戦４種目に全員が参
加しました。
　今回のメンバーは上は 84 歳、下は 64 歳と親
子ほどの年齢差があり、初対面の方もおられま
したが、８日に前泊した紀美野町のかじか荘で
温泉に浸かりながらダンス談議に花を咲かせ、
県団結会では他の競技参加者とも交流し、酒を
飲みかわしながら大いに健闘を誓い合いました。
　翌９日、青空の下、開催された総合開会式では、
次々と繰り広げられる色鮮やかなアトラクショ
ンに心が高揚し、学生時代に参加したサッカー
大会を思い出し、学生時代に戻ったような気が
しました。
　10 日、ダンススポーツ交流大会は那智勝浦町

体育文化会館で開催されました。団体戦は残念
ながら１次予選敗退となりましたが、個人戦ラ
テン種目のルンバでは私の組が４次予選（155
組中 25 位）まで進出しました。鳥取県代表がこ
こまで進んだのははじめてとのことでした。ま
た、米子市の国頭純子さん（84 歳）が参加者最
高齢者賞に選ばれ、勝浦町から副賞としてマグ
ロ１キロが、倉吉市の大田景子さん（82 歳）に
は高齢者賞としてマグロ 500 グラムが贈呈され
ました。鳥取県の長寿選手ここにありと、参加
者全員にアピールできました。県民として競技
に入賞する以上に喜ばしく、私も見習って生涯
現役、死ぬまで（マグロをゲットするまで）ダ
ンスをするぞ、と心新たに思いました。
　今後も鳥取県のダンススポーツの普及に努力
していきたいと思います。
　最後に、大会期間中お世話していただいた県
社協の皆さんに心より感謝申し上げます。

中国・四国

鳥 取 県

中
な か

山
や ま

　 誠
まこと

さん　　 66 歳　　 ● 参加歴：1 回目

ダンススポーツ　「鳥取県」（選手）

パートナーの島田さんと会場で記念撮影。
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島根県を代表する安来節で、最優秀賞を獲得

　安来節は島根県を代表する民謡です。ねんり
んピック和歌山大会には、安来節保存会を経て
所属する本部道場から推薦を受け、私が唄い手、
伴奏は絃が主人の岩佐勝雄、鼓は吉野和夫さん
の３名で参加しました。
　総合開会式の選手団紹介者として主人が指名
されたため、大会前の県旗授与式に民謡の３人
も出席し、丸山知事の前で大会時に唄う安来節
を披露しました。
　大会規定により３分で唄える歌詞をと思い、
選んだのは、日本遺産となった石見神楽と安来
節を合わせた「島根見どころ荒波しぶき神楽太
鼓に安来節」、もう１本は出雲地方では 10 月は
神在月になることを紹介する「安来節聞こし召
さんと八百万の神の十神お山に集まり給うは他
国の神無月」でした。
　宿泊したホテルでは愛知県と鹿児島県の方と相
部屋で、民謡の話や地元での日頃の活動や活躍
などの話を聞き、大いに刺激を受け、大変貴重
な出会いとなりました。大会で、全国の民謡を生
で聴くことができるのがとても楽しみでした。
　当日、会場で顔見知りの安来節保存会和歌
山支部の方々と出会い、不安
な気持ちも和らぎました。私
の出番は 40 番、頼れる心強い
２人の伴奏者と共に、「安来節
を全国の人にぜひ聴いてもら
いたい」という気持ちだけで、
気負いなく一生懸命唄うこと
ができました。
　成績発表では、はじめに審査
員特別賞の３名が発表されまし

た。もしかしてという思いもむなしく、名前は
呼ばれず、次の優秀賞の２名でも呼ばれません
でした。
　最後に発表される最優秀賞に安来節が選ばれ
るなどとは思ってもいませんでしたから、「最優
秀賞は 40 番。島根県の安来節、岩佐光恵さん」
とのアナウンスに一瞬、耳を疑い、伴奏者の２
人とお互いに顔を見合わせ、信じられない気持
ちでとにかくビックリ、しばし呆然としました。
壇上へ案内され、表彰状をいただき、金メダル
をかけていただいたときには、大きな喜びで胸
が一杯になり、言葉もありませんでした。
　最優秀賞を受けた安来節は、唄・絃・鼓の３
人が揃ってひとつになってこそ、聴いていただ
く人から評価を得られるものだと再認識し、今
後も安来節の一層の普及に少しでもお役に立て
るよう頑張りたいと思いました。
　この度のねんりんピックに参加して、高齢化
社会の続く今日、全国から集う参加者の皆様が
それぞれ自信にあふれる姿を見て、私もその中
の１人として前向きな気持ちを忘れず、元気に
頑張っていこうと思いました。
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岩
い わ

佐
さ

光
み つ

恵
え

さん　　 68 歳　　 ● 参加歴：1 回目

民　謡　「安来節保存会」（選手）

中国・四国

島 根 県

島根県が誇る「安来節」を披露。奏者と３人で心を一つに。
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少ない選手数ながら、念願のブロック優勝を果たす

　私自身、ねんりんピックは３回目となります
が、今回は監督兼選手ということでやや緊張し
て大会に臨みました。
　島根県にサッカー O

オー

－ 60 のチームは、東部
に２チーム、西部に１チームしかありません。
本県は東西に 230 キロと細長く、交流する機会
は限られているため、ねんりんピックには東部

（松江と出雲）と西部で交互に出場しています。
今回は東部の順番でしたが、積極的な参加者は
少なく、最終的には 15 名となりました。有志数
名が時々集まる程度で、全員での練習はできま
せんでしたが、それでも過去の O

オー

－ 50、O
オー

－
60 の大会で一緒にプレーした仲間もいたので、
何とかチームとして体を成すことができました。
　今大会は少人数ながらも、ブロック優勝を目
標に試合に臨みました。メンバーは違いますが、
６月に静岡県藤枝市で開催された全日本 O

オー

－
60 の大会に、中国地区の代表となって参加した
ことが自信となりました。
　初戦はサッカーの盛んな横浜市と対戦しまし
た。苦戦を覚悟しましたが、ロングシュートで
先制し、ペースをつかみました。後
半１点を失い引き分けましたが、目
標に向かって一歩前進できました。
２日目に対戦した高知県、和歌山県
Ｂとの試合も先制点を生かして勝ち
切り、２勝１分けで念願の金メダル
を獲得できました。
　会場の上富田スポーツセンターで
は、よく整備されたピッチとスタッ
フの方々のきめ細かいご対応のおか
げで、気持ちよくプレーできました。

また、会場では紀州茶がゆをふるまっていただ
いたり、健康づくり教室では骨密度や血圧の結
果に一喜一憂したりと楽しい時間を過ごしまし
た。
　今回、私たち出雲市のメンバー６名は諸事情
により、県の選手団と別行動で和歌山へ車で向
かいました。堺市で前泊し、翌朝開会式会場に
到着。華やかな開会式のあと、坂本冬美さんも
登場したアトラクションが素晴らしく、見入っ
てしまいました。田辺市の宿泊地は太平洋に面
した 18 階建てのリゾートホテルで、素晴らしい
眺めと高級ミカンの試食に満足しました。
　島根県の O

オー

－ 60 は一部の者は熱心に活動し
ていますが、全体的に見れば活発ではありませ
ん。練習に参加しやすい環境の整備、子どもや
若者との世代間交流の活性化、大会運営への積
極的な参加などの必要性を改めて感じました。
　最後になりましたが、和歌山県の皆様には温
かいおもてなしをしていただき、ありがとうご
ざいました。また、お世話いただいた島根県社
協の方にも御礼申し上げます。

中国・四国

島 根 県

土
つ ち

屋
や

　 淳
じゅん

さん　　 66 歳　　 ● 参加歴：3 回目

サ ッ カ ー　「島根シニアＯ
オー

－ 60」（監督兼選手）

えんじ色の鮮やかなユニフォームに身を包み、いざ決勝戦。（後列左から5人目）
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ねんりんピックで優勝できた感動は一生の宝物

　私は今回、ねんりんピック初参加でした。大
会までに説明会が２度ありましたが、周到な準
備、参加者への手厚い助成・配慮など、驚きの
連続でした。国を挙げての一大行事であること
がわかりました。そして、この大会で「優勝」
できた感動は、一生の宝物になりました。
　半年以上前、岡山県の代表を決める大会に、
備前クラブで挑戦しました。予選リーグ（上位
２チームが決勝トーナメントへ）では２勝１敗
１分でギリギリの２位通過でした。準決勝では
時間制限による最終メーヌ、相手リードの絶体
絶命で投げた私の最後の１球が奇跡の同点ポイ
ントとなり、延長メーヌで逆転勝利。その勢い
で決勝戦にも勝利し、念願の代表権を得ること
ができました。「悲願の日本一へ練習」というタ
イトルで地元新聞の地域版に紹介記事が掲載さ
れると、地区の方から「すごいなあ。頑張って！」
と激励の声をいただき、本大会に向けての練習
に一層気合が入りました。
　待ちに待った大会。総合開会式は「あふれる
情熱 はじける笑顔」のスローガン通りでした。
入場時、地元の児童が笑顔で手
を振って迎えてくれました。小
学生から大人まで 3300 人によ
る創作アトラクションに「すご
い！　素晴らしい！」と何度も
声を上げました。「この歓迎に
応えるためにも、大会運営に携
わっているすべての方に感謝し
て競技をしなければ」という思
いが強くなりました。
　競技１日目、今までに経験の

ない桁違いの準備と運営がなされていました。
４チームごとにテント・長机・椅子・歓迎のぼ
り旗があり、コートごとに審判・記録員・得点
板があり、接待テントには飲みものが用意され、
本当に至れり尽くせりでした。
　すぐに予選第１試合の開始。練習は２日間で
きていませんでしたが、１試合目から先行して
得点を重ねることができ、チーム４人が各々の
役割を果たし、３勝０敗で予選１位通過。「こ
れなら優勝も夢ではない」と手応えを感じまし
た。競技２日目、決勝トーナメントはどのチー
ムも強敵ばかり。しかし、この日も「攻めるペ
タンク」でチームの実力を最大限に発揮でき、
勝ち上がるごとに調子を上げ、あっという間に
最後まで勝ち抜くことができました。目指した

「優勝」が現実になりました。チームのメンバー
に真っ先に「ありがとう」といい、握手を交わし、
皆で喜び合いました。最高の結果で大会を終え
ることができました。
　最後に、関係者の皆様には本当にお世話にな
りました。心より感謝申し上げます。
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井
い の

上
う え

隆
た か

治
は る

さん　　 62 歳　　 ● 参加歴：1 回目

ペ タ ン ク　「備前クラブ」（監督兼選手）

中国・四国

岡 山 県

優勝できて喜び一杯の笑顔で。（左端）
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初出場のねんりんピック。50 メートルで金メダル！

　５月のある日、仲間からリレー種目でねんり
んピック参加の手ごたえありと声をかけられた。
リレーの申し込みは叶わなかったが、初のねん
りんピック参加となった。大会の存在は知って
はいたが、1988 年から開催されているとは認識
不足だった。
　岡山駅での結団壮行式から始まった今大会
は、2017 年に監督で参加した愛媛県開催の全国
障害者スポーツ大会と類似しているところがあ
り、懐かしく思い出した。
　和歌山駅で盛大な歓迎を受け、宿泊地である
橋本市へバス移動。和気藹々とした雰囲気の中、
夕食を食べながら開会式・競技へと思いを巡ら
せた。
　紀三井寺公園陸上競技場での開会式は実に盛
大で、坂本冬美さんの歌に感動した。水泳参加
者が数台のバスに分乗して、水泳会場に移動。
公式練習で明日に備えた。
　宿に着いてからの夕食で
は、お互いに健闘を誓い合っ
た。私の出場種目は自由形
で、１日目の 50 メートルと
２日目の 25 メートルの２種
目だ。
　水泳会場での１日目は、簡
単な開始式で幕開けとなっ
た。私の出番は個人種目の
最後、練習プールと応援席
とを行き来しながら、出番を
待つ。岡山県の仲間も頑張っ
たが、なかなか上位に食い
込めない。高レベルのレー

スが多く見られた。
　出番も近くなり招集所へ向かう。レース前の
招集所は独特の雰囲気だ。よく参加しているマ
スターズ大会では、同じチームや同県の選手な
ど顔見知りが多く和やかだ。しかし、ねんりん
ピックは初出場なので見覚えのある顔はなく、
張り詰めた空気が伝わる。不安と緊張の中、ス
タート台に立ち、あとはいつも通り、スタート
からゴールタッチ。振り返って、電光掲示板の

「１位　32 秒 57」を見てほっとした。記録は満
足できるものだった。普段の大会では表彰式は
ないため、久しぶりに観客席目の前の表彰台中
央で金メダルを首にかけてもらい、安堵感と充
実感に浸った。
　２日目は最初の種目だったので、ウォーミン
グアップから待ち時間はあまりなく、レースを
迎えた。岡山県関係者も応援に駆けつけてくれ
た。前日に続き金メダルを目指したが、残念な

がら電光掲示板には「２位　
14秒73」。トップとわずか0.17
秒の差だった。表彰式では大
学の後輩である和歌山県水泳
連盟の南波副会長から、労い
の言葉をもらいながら銀メダ
ルを首にかけてもらうサプラ
イズがあった。
　家族やいつもの水泳仲間に
祝福され、記憶に残る大会と
なった。これからも小学生か
ら高齢者まで、いつもの仲間
と楽しく泳ぎ続けたい。

中国・四国

岡 山 県

江
え

口
ぐ ち

明
あ き

彦
ひ こ

さん　　 76 歳　　 ● 参加歴：１回目

水　泳 自由形 25m・50m    「岡山県」（選手）

金メダルを胸に喜びがこみ上げる。（中央）
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二度目の旗手を務め、高野山に宿泊。最高の思い出に

　私は、2009 年に開催されたねんりんピック北
海道・札幌大会のソフトボールに監督として参
加し、優勝しました。その後、一度は監督を降
りましたが、2018 年の 11 月から監督に復帰し、
迎えた令和元年５月、山口県の予選大会で優勝
し、和歌山大会参加のキップを手に入れました。
北海道・札幌大会で優勝したときとほとんど変
わらないメンバーでの出場、令和元年という節
目の年に県代表になれたことに非常に感激し、
目頭が熱くなりました。10 年ぶりの「優勝」を
目標に掲げ、チーム一丸となって練習に励みま
した。
　出発日の 11 月８日がやって来ました。山口県
のユニフォームを着て新下関駅の新幹線乗り場
で待つ間、期待で胸がときめきます。新大阪に
着き、次はバスで和歌山市内のホテルに到着し
ました。山口県選手団で懇親会をしながらの夕
食です。選手全員が和気藹々と過ごし、また他
競技の意気込みを聞き、気合が入りました。
　翌日、総合開会式の紀三井寺公園陸上競技場
に行き、行進の準備をしていると、県旗を渡さ
れました。私が旗手を務めるのです。10 年前の
札幌ドームでも旗手を務め、一度は
経験していますが、前回と違って何
となく緊張します。ブラスバンドの
音と共に行進が始まり競技場に入っ
ていくと、多くの人の声援で一層緊
張しました。アトラクションが終わ
り、監督会議、開始式と忙しい１日
でした。
　宿泊先は、高野山の成福院でした。
お坊さんの修行の場とのことで驚き

ました。食事が来てみれば精進料理。考えもし
なかった、驚きの連続でした。
　11 月 10 日、交流大会の初日です。１回戦は
静岡市との対戦でした。10 年ぶりの大舞台でも
あり、チームのムードは最高潮でしたが、１つ
のミスから崩れてしまい、失点。後半、追い上
げを見せるも、届かず敗れてしまいました。
　11 月 11 日、高野山は雨でしたが、山を下る
と試合会場は晴れており、和歌山のチームと交
歓試合をしました。投手戦で膠着状態になりま
したが、接戦をものにし、１－０で勝つことが
できました。
　和歌山での出来事を振り返ってみると、高野
山に登り、成福院に泊まり、精進料理を食べ、
寝るときの暖は湯たんぽ。このような経験はな
かなかできることではなく、人生最高の思い出
になりました。
　最後になりますが、和歌山県の役員・ボラン
ティアの皆さんには大変お世話になりました。
また、山口県社会福祉協議会の事務局の皆さん
にもいろいろとお世話になりました。本当にあ
りがとうございました。
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梧
ご

桐
ど う

節
せ つ

男
お

さん　　 79 歳　　 ● 参加歴：3 回目

ソフトボール　「あんこうズ 60」（監督兼選手）

中国・四国

山 口 県

チーム全員でガッツポーズ。（後列左から４人目）
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苦戦しながらも準優勝！　チーム一丸で勝利を手に

　私は今回のねんりんピック紀の国わかやま
2019 剣道交流大会で、選手として３回目の出場
となりました。
　山口県には 60 歳以上で結成する「年鈴会（ね
んりんかい）」があります。毎年３月頃に、全国
ねんりん剣道交流大会の県代表枠をかけて、選
手選考会を行います。私は 2019 年、開催され
た選考会で優勝し、県代表として和歌山大会へ
の出場が決まりました。
　毎月開催している、県剣道連盟主催の稽古日
には、年鈴会に所属する剣士が集まり、和歌山大
会に向けて稽古（試合）に励んできました。また、
近隣県との合同錬成会を行い、お互いに切磋琢
磨してまいりました。年鈴会の稽古以外にも、旧
武徳殿で行われる、県内各地から集まる剣士との
稽古会にも参加してきました。
　山口県の年鈴会は平成 27 年のねんりんピッ
ク山口大会から好成績を収めており、今回の和
歌山大会での活躍も大いに期待されていまし
た。今回の和歌山大会では、過去、開催県とし
て好成績を収めているチーム２県との予選とな

り、苦戦しながらも、決勝トーナメントにコマ
を進め、準優勝の栄冠を勝ち取ることができま
した。これもひとえに４月以降の年鈴会の強化
練習はもとより、チームが一丸となり、最後ま
で諦めずに戦ったことが結果につながったと思
います。
　大会を通して、地元白浜町のスタッフの皆さ
んから飲みものなどの「おもてなし」をしてい
ただいたおかげで、気持ちよく試合ができたこ
とに深く感謝を申し上げたいと思います。また、
大会前日には地元の白浜温泉に浸かり、身体を
癒して試合に備えることができたことで、上位
入賞ができたといっても過言ではありません。
　今大会により、各県のねんりん剣士の皆さん
と剣を交えたことで、「生涯剣道」の意義深さと、
剣道の素晴らしさを改めて感じることができま
した。
　最後に、今回の和歌山大会を終え、山口県年
鈴会の発展はもとより、全国のねんりんピック
剣道交流大会を目指す剣士の皆さんの今後の健
康増進と剣道発展を祈念いたしております。

中国・四国

山 口 県

松
ま つ ば ら と し ひ ろ

原 利 広 さん　　 65 歳　　 ● 参加歴：3 回目

剣　道　「山口県」（選手）

集中して、試合に臨む。（右側） 見事、準優勝を勝ち取り、こみ上げる達成感。（後列中央）
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宿坊に宿泊し、ベスト８に。感謝と感動にあふれた大会

　我が藍住ＧＭ（グッドメン）シニアソフトボー
ルチームは、15 年前に結成された比較的若い
チームです。私は入部５年目になりますが、結
成された当時はグッドメンだった先輩方も、今
やＧＭの頭にもうひとつＧが増えてＧＧＭ（爺
面）に成長し、身体は動かずとも、口は人一倍
動く面倒見の良いＧＭになっています。
　チームは２年前までは内弁慶で、県内では負
け知らず。県外に出れば、常時１回戦止まり。
試合のあとは観光三昧でした。そこに、新人２
名が加入されてから、チーム内の雰囲気がガラ
リと変わり、全国大会「常負」軍団が、練習も
試合も妥協を許さない、常に前を見据えた軍団
に変化しました。文句は言わず、相手を敬い、
またフォローして試合に臨む、３年前とは 180
度ひっくり返ったチームになりました。
　2018 年は四国大会準優勝、全日本シニア大会
ベスト８。2019 年度は四国大会優勝、全日本シ
ニア大会では２年連続のベスト８。今回のねん
りんピック紀の国わかやま 2019 では、もう少し
でベスト４というところで、スルリと勝利の女
神が抜け落ち、サヨナラ負けを喫しましたが、

３大会連続で全国ベスト８となりました。
　私にとって、ねんりんピックははじめての参
加でしたが、開会式の壮大さ、よく練習されて
いるんだなと思う他チームの動き、試合の流れ、
どれを取っても、素晴らしいのひと言でした。
また、裏方さんの一人ひとりが役割を確実にこ
なす働きには、感謝しかありませんでした。
　また、我がチームに３日間、競技場から高野
山宿坊まで同行、応援してくださった方には、最
後の別れのときまで笑顔を忘れずに、お世話し
ていただきました。お兄さん、ありがとうござい
ました（お名前を確認せずに申し訳ありません）。
　高野山宿坊では、食事から風呂まで修行させ
ていただきました。結果、ベスト８という立派
な成績を収められ、これから先、決して贅沢せ
ず、人には優しく、笑顔で接していくことを教
えていただきました。
　できれば、３年後のねんりんピックの予選を
勝ち抜いて、また出場したいものです。最後に
なりましたが、とくしま“あい”ランド推進協議
会事務局の皆様方には、大変お世話になりまし
た。ありがとうございました。

中国・四国

徳 島 県

松
ま つ

山
や ま

敏
と し

明
あ き

さん　　 65 歳　　 ● 参加歴：１回目

ソフトボール　「藍住ＧＭ」（選手）

応援してくださった皆さん
に感謝。 チームメイトと笑顔で記念撮影。（前列左から２人目）



素晴らしい大会運営に感動。今後の競技発展を祈る

　徳島県はオリエンテーリングの競技人口が少
ない中、各地の大会によく参加している３名が
ねんりんピックに参加いたしました。大会前日
は、紅葉真っ盛りの高野山宿坊に宿泊でき、貴
重な体験となりました。
　大会当日も雲ひとつない素晴らしい天気で、
ここでオリエンテーリング交流大会に参加でき
る喜びを味わいながら、開始式に参加しました。
いよいよスタート場所へ移動し競技開始です。
　オリエンテーリングには走力だけでなく、地
図を読む力が必要となります。私はここ数年、
膝の具合が悪くなり、マラソンのような長時間
連続して走る運動はできなくなりましたが、地
図を読み、ベターなルートを選択することで、
走力を補えるところがオリエンテーリングの魅
力です。交流大会は、３人を１チームとして３
種類のコース（ロング（L）、ミドル（M）、ショー
ト（S））を３人がそれぞれ分かれて回り、タイ
ムの早い順に順位をつけ、ポイント換算すると

いうものでした。徳島チームは（Ｌ）を走った
女性の松本さんと（Ｍ）の板東が６位、（Ｓ）の
織田さんが９位でした。特に松本さんは全日本
大会などで活躍した元トップ選手で、レベルの
高い（Ｌ）コース参加者の中で女性ポイントの
加算もあってラッキーな面もありましたが、合
計ポイントで４位となり、優秀賞をいただくこ
とができました。
　表彰式までの時間は、地元の特産物を堪能し
たのち、かつらぎ町の伝統芸能を披露していた
だき、若い方々が歴史ある素晴らしい伝統芸能
を受け継がれていることに感銘を受けました。
また、地元の小中学生が作成した応援ポスター
に感激しました。
　世界遺産も含まれ、オリエンテーリングにふ
さわしい素晴らしいテレインを準備し、大会を
運営してくださった関係者の皆様に深く感謝申
し上げます。
　また、徳島県選手団の競技結果が、地元紙の
地域スポーツ面にオリエンテーリング３名の写
真と共に掲載されました。これを機に、この競
技に興味を持っていただけたらと思います。
　最後になりましたが、参加にあたっていろい
ろとご支援いただいた、とくしま“あい”ランド

推進協議会の方々
に厚く御礼申し上
げます。　
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板
ば ん

東
ど う

光
み つ

彦
ひ こ

さん　　 66 歳　　 ● 参加歴：1 回目

オリエンテーリング　「徳島県」（選手代表）

中国・四国

徳 島 県

開会式後。勝利を誓い、ガッツポーズ。（左端）
緊張感に包まれるスタート前。
（写真中央）
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強豪との戦いに勝ち抜き、人生最高の銅メダルを獲得

　「うどん県香川」のメンバーは、2019 年３月
に行われた県選考会で選出された男女各３名で
す。３つのクラブから構成されたチームなので、
７月から週１回の合同練習をしました。全国大
会をはじめ、多くの大会で優勝、活躍されてい
るメンバーがいて、香川県初の金メダルが期待
され、気の引き締まる思いでした。合同練習は
ほとんど試合形式で、いろいろなタイプの方と
３、４時間対戦しました。そのおかげか、大会
１カ月前には納得のいくプレーができるように
なり、不安なく和歌山に行くことができました。
　卓球交流大会は、都道府県と政令指定都市
66 チーム対抗の団体戦で行われます。１次予選
リーグ、２次予選リーグを無事１位で通過し、
８チームによる決勝トーナメントに進出しまし
たが、組み合わせ抽選で優勝候補の仙台市と初
戦であたることになりました。仙台市は２次リー
グで、もうひとつの優勝候補・徳島県に勝った
チーム。決勝まで対戦したくなかった相手でし
たが、私が番号を引いたので仕方ありません。
しかし、心配をよそに３－１で勝ち、ベスト４
になりました。準決勝は富山県と対戦。残念な
がら３－２で敗れ、決勝進出はかないませんで
した。勝敗の流れがかかった私の試合で、中盤、
チャンスボールに得意のスマッシュを思い切り
放ったところ、いとも簡単に打ち返されました。
それから、より厳しいコースを狙いましたが、
ミスにつながり、挽回できませんでした。決勝
は富山県と福岡市で争われ、福岡市が３－１で
勝ち、大会終了。上には上がいるものだと痛感
しました。準決勝敗退は残念ですが、優勝候補
チームの一員として参加できたことは非常に名

誉で、銅メダルは私の卓球人生で獲得した一番
のメダルです。本当にありがとうございました。
　私にとって、ねんりんピックは最も重要な大
会でした。行き届いた運営、雰囲気、地域のお
もてなしなど、毎回感心し、ありがたく思いま
す。特に卓球交流大会の競技方法が優れていま
す。リーグ戦が２回あり、すべてのチーム全員
が全試合を楽しめます。ミラクルな逆転試合も
あり、感動的なシーンもよく見られます。他県
の人とも十分交流ができます。ラージボールを
楽しむ方は、一度は参加したらよいと思います。
　普段、私は高校卓球部ＯＢ会会長として、高
松市卓球協会主催のオープンダブルス大会を主
管しています。最近は健康増進と交流のため、
地域の卓球初心者を相手にラージボールを楽し
んでいます。
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三
み

好
よ し

邦
く に

夫
お

さん　　 70 歳　　 ● 参加歴：3 回目

卓　球　「うどん県香川」（監督兼選手）

中国・四国

香 川 県

表彰式後。メンバーでベスト４を喜ぶ。（後列中央）
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４度目の挑戦で初出場。見事、準優勝を飾る

　ねんりんピックを目指したのは、私が 60 歳と
なり新チームを結成したときでした。挑んだ初
の予選では全勝するもサインミスをしてしまい、
競技規定で３位。２年目は決勝戦に進み、あと
１セット取れば勝利目前のところ、私の足がけ
いれんで動けなくなり、逆転で敗退。次の年も
決勝戦で、進行のジャッジミスもあり、接戦を
ものにできずに準優勝。もう負けられないと挑
んだ４度目の挑戦ではプレッシャーの中、思う
ように試合を運ぶことができず、セット率で何
とか予選リーグを通過しましたが、迎えた決勝
リーグ戦では見事、全勝で優勝。４度目にして、
やっとねんりんピック参加の代表権を勝ち取り
ました。
　しかし、ここで問題が起こりました。12 月に
メンバーの１人が腹部、翌１月にはもう１人が
膝で手術入院することになり、メンバー２人を
欠いて、８月になるまで思うように活動できま
せんでした。やっと、練習が再開で
きたのもつかの間。私たちはバレー
ボールもしていますが、ねんりんピッ
クの大会日程が那覇の全国ヴィンテー
ジ 8's バレーボール交流大会と重なり、
やむなく男子１名には沖縄のバレー
ボールに出場してもらうことになりま
した。急遽２名に新規加入してもらい、
メンバーを追加登録して、やっとねん
りんピックに参加できました。気持ち
を切り替え、皆で思いっきり楽しんで
こようと臨んだ和歌山大会でした。
　開会式前日はお楽しみの１ページ、
高野山にお参りです。大会を無事に終

えることと、良い報告ができるようにお祈りし、
心を清めました。天候にも恵まれ、最高のコン
ディションでの華やかな開会式に感動して、翌
日迎えた競技１日目。メンバーは気持ちをひと
つにして奮起、弘法大師の御利益か、15 対１と
あわやパーフェクトとなるスコアも飛び出して、
全勝で１位通過しました。そして迎えた２日目、
さすがに各グループで勝ち抜いてきたチームと
当たるのですから、そうはうまくいかず、１試
合落としてグループ準優勝となりました。私と
しては胸の内、負けてちょっぴり悔しい思いも
ありましたが、顔なじみのチームや、はじめて
出会ったチームと和歌山で交流でき、楽しく過
ごせて幸せな日々でした。
　私たちは今のメンバーでプレーできることに
感謝し、趣味を同じくする友と共に、また競い
合える日を楽しみに、次の目標に向かって進ん
でいきたいと思います。

中国・四国

香 川 県

柴
し

田
ば た

郁
い く

夫
お

さん　　 63 歳　　 ● 参加歴：１回目

ソフトバレーボール「ＵＶＣ宇多津スポーツ協会バレーボール部」
（監督兼選手）

プラカードを持ち、メンバーと準優勝を喜ぶ。（中央）
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夫婦で出場、団体３位に。弓道をやっていて良かった！

　令和元年５月４日、高知県立弓道場で開催さ
れたこうちシニアスポーツ交流大会 2019（ねん
りんピックの予選会）に、夫婦ではじめてエン
トリーしました。妻は女子の部で優勝を果たし、
文句なしの予選通過。私は男子４名による射詰
競射に勝ち、最後の１枠に滑り込み、幸運にも
夫婦でねんりんピックに出場できる運びとなり
ました。はじめての出場でしたので、夫婦一緒
に参加できたことはとても心強かったです。
　県代表は、５年前に弓道体験教室から始めた
我々夫婦以外、弓道歴何十年というベテランぞ
ろいでした。我々夫婦がチームの足を引っ張る
ことになってはいけないと思い、大会が始まる
まで練習また練習の日々を過ごしました。あと
で振り返ると、このときの練習が本大会で実を
結んだのだと思います。
　高知県のメンバーは全員気さくな方ばかり
で、行きのバスからワイワイガヤガヤ、にぎや
かで楽しいチームでした。期間中は毎晩全員で
酒を酌み交わして意気投合し、１日の反省をし
て健闘をたたえ、明日の目標を掲げて一致団結
し、翌日に備える毎日でした。
　高知県チームは予選１日目、参加 65 チーム
中４位タイの好成績で予選
突破し、緊張の中にも皆で
ホッと一息つきました。決
勝トーナメント１回戦は、
仙台市と対戦。結果は２
－１で１回戦突破できまし
た。次は強豪、静岡県。予
選をトップ通過、１回戦
でも 10 射８中して勝ち上

がってきたチームでした。誰もが「だめやろう
なあ」と思っていたようですが、結果は５－４
で見事、勝利。
　準決勝の相手は愛知県。結果は７－３で敗退
して、競技終了。熊本県と共に、団体３位とな
りました。監督、控え選手２名を含め、８名全員
で表彰式に参加でき、記念のトロフィーとメダル
をいただきました。いい思い出になりました。
　壮大な開会式演出により、県代表という意識
が高まり、身の引き締まる思いで、競技に挑む
ことができました。今大会の弓道競技は選手控
場と試合会場が離れており、緊張感を持続し、
試合直前の気持ちを安定できるかと心配でした
が、大会運営の方々のタイムリーな招集、きめ
細やかな対応に加えて、ボランティアの学生さ
んの明るい笑顔に助けられて、とてもいい状態
で試合に臨むことができました。厚く御礼を申
し上げます。
　弓道をやっていて本当に良かったと思える大
会でした。これからも夫婦で弓道を続けていき
ます。
　最後に、ねんりんピック紀の国わかやま 2019、
ほんまに楽しかったです。ありがとうございました。
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松
ま つ

本
も と

祐
ゆ う

一
い ち

郎
ろ う

さん　　 61 歳　　 ● 参加歴：1 回目

弓　道　「高知県」（選手）

中国・四国

高 知 県

張り詰めた空気の中、試合に臨む。（左から２人目。奥様は中央）
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合気道開祖生誕の地、田辺市での大会開催に感激

　2019 年の春くらいに「ねんりんピックに出場
してみませんか」とお話をいただき、年齢も 60
を過ぎて、現在まで 10 年続けている合気道で
参加できるということで、うれしく、また楽し
くやりきりたいと、期待で胸が躍りました。
　今回の大会は和歌山県田辺市開催で、ねんり
んピックでの開催は「合気道」としてははじめ
てと伺いました。
　合気道開祖・植芝盛平翁生誕の地である田辺
市で開催されることとあわせて、開祖没後 50
周年法要、お墓参りという行事に参加できるこ
とが大変うれしく、感動しました。
　１日目の朝 10 時から、全選手による総合開
会式に出席しました。立派な競技場で、人数も
１万人強の参加と聞きました。大規模な開会式
で、アトラクションもとてもきれいで華やかで
した。その日の夕方、道主を囲んでの交流会に
も参加することができ、また、道主にお会いして、
ご挨拶させていただき、とても良い経験ができ
ました。
　２日目の朝８時 30 分から、開祖のお墓のあ
る高山寺で開祖没後 50 周年法要に参列させて
いただきました。法要と墓参りを済ませたあと、

田辺スポーツパークで開催されていた田辺農林
水産業まつりを見学しました。いろいろな水産
物が調理されていて、皆さんと美味しくいただ
きました。その後、交流大会演武会場である、
田辺市の紀南文化会館に移動し、13 時から合気
道交流大会演武に出場しました。　
　合気道には優劣を決める試合がありませんの
で、演武を披露することになります。演武時間
は１団体約２分でしたが、自分としてはもう少
し時間がほしかったです。
　演武が終わり、いろいろなお土産をいただき
ました。地元特産の品々で、ありがたい気持ち
でいっぱいです。
　翌日、帰路に向かうため、白浜駅へバスで移
動しました。この日に限って雨模様で、バスを
降り、駅舎まで移動する間、少し濡れましたが、
ほかの日は素晴らしい快晴で、何をするのも気
持ちよく、すがすがしい天気でした。とても良
い大会であったと思います。
　今後、また出場のチャンスがあるかわかりま
せんが、これからも年齢に合った活動をしてい
きたいと思っています。ありがとうございました。

中国・四国

岡 山 市

岡
お か

　 達
た つ

也
や

さん　　 62 歳　　 ● 参加歴：１回目

合 気 道　「岡山市合気道協会」（選手）

演武後、メンバーと会場前で。安堵のひととき。
（後列左から２人目） 総合開会式の前にチームメンバーと。（中央）
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「さわやかイレブン」、奇跡の準優勝！

　誰ひとり予想していなかった決勝戦進出。平静
を装うも、緊張感を隠せないメンバー。ゲームは中
盤２点を先取したものの、終盤１点差とされ、最
終回、投手の継投策で逃げ切りを試みましたが２
点をもぎ取られ、痛恨の逆転サヨナラでゲームセッ
ト！　瞬間、悔しさよりも、ここまで６試合、チー
ムワークと気力で戦ってきた「イレブン」に感謝と
労いしかありませんでした。表彰式、壇上には 11
人しかいませんでしたが、本来ならいるはずの２人
分のメダルもいただき、この余韻と共に彼らに手渡
すことで、一連の流れにピリオドを打ちました。あ
とは皆がこの結果を誇りに、また、思い出として語っ
ていただければと思います。
　私たち「広島クラブシニア」は広島市とその周り
に住む仲間によるチームで、毎週日曜日の午後、
顔を合わせ、お互いの体調を気遣いながら汗を流
しています。練習は「楽しく」をモットーに、でも「試
合は多くやろう」と頑張っています。2019 年はスター
トと同時に、「和歌山に行こう」と意気込みました。
しかし、政令指定都市枠では
主力選手が参加できず、戦力
ダウンのまま予選へ。苦しみな
がらも突破しました。本番に向
け戦略を練るも、決め手がな
いままに時が過ぎ、参加選手
を13 名に絞ることが精一杯で
した。
　出発の２日前、選手の１人が

「家庭の事情」で不参加となり、
12 人で行くことになりました。
和歌山に入ってもう１人の選手
が体調不良でダウンし、結局

11 人となりました。ここから始まった「さわやか
イレブン」。１回戦を１－０で勝つと２回戦、３回
戦も勝ち、４回戦は相手の好投手に打線が沈黙
し、０－３で迎えた最終回。これまでかと思った
瞬間、連続安打が出てアッという間に逆転サヨナ
ラ勝ち。準決勝も７－３で圧勝。そして最後の試合、
決勝戦に進みました。結果を報告しても誰にも信
じてもらえず、疲れ果てた身体を休める間もなく、
一路広島へ帰りました。
　この経験を今後どのように生かすかというと、「た
とえ窮地に追い込まれても、やろうと思うことを信
じてやれば、結果はあとからついてくる」ことを伝
えていくことでしょう。もうひとつ忘れてはいけない
のが、何事にも「楽しさ」が大切ということです。
これらのことを「和歌山大会」が教えてくれました。
　最後に、大会関係者の皆様、特に私たちのチー
ム担当として、移動からタイムスケジュール、練習、
声援などすべてでお世話になった紀の川市職員の
田中さんに御礼を申し上げます。
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川
か わ

中
な か

武
た け

範
の り

さん　　 62 歳　　 ● 参加歴：1 回目

ソフトボール　「広島クラブシニア」（監督兼選手）

中国・四国

広 島 市

表彰式後、チーム全員の晴れやかな笑顔。（前列右から３人目）





松尾良治さん	 パークゴルフ	 70

松本友喜さん	 ソフトテニス	 71

井上静子さん	 ペタンク	 72

吉村都代子さん	 なぎなた	 73

秋本博美さん	 将棋	 74

島尻勝広さん	 将棋	 75

長 崎 県

熊 本 県

宮 崎 県

沖 縄 県

九 州
・

沖 縄 
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２年後の大会での上位入賞を誓った和歌山大会

　私は、今大会に出場するにあたり３つの目的
を持っていました。ほかの種目の長崎県選手と
交流すること、他県の方と交流すること、そし
て上位入賞です。
　ねんりんピックに参加できる年齢となった高
知大会は県予選に出場するも敗退、長崎大会に
はボランティアで参加、前々回の秋田大会には
運よく出場することができました。そして、２
回目の参加となった和歌山大会。初日、長崎か
ら１日がかりでの和歌山入りでしたが、往路や
宿舎で長崎県の他種目の選手と交流して、１つ
目の目的を達成することができました。
　２日目は総合開会式。私のユニフォーム姿を
見ていた和歌山県のボランティアの方から「私
も長崎県出身です」と声をかけられ、なんと偶
然なことに、その方は私の二女の同級生でした。
開会式は胸を張って行進し、アトラクションで
の「ふるさと愛」に感動の連続でした。宿舎で
は、Ｋ県選手と相部屋となり、パークゴルフ談
議に花が咲き、交流を深めることができました。
２つ目の他県の方との交流という目的が達成で
きました。
　３日目は公式練習。はじめてのコースを攻略
し、思った以上のスコアが出た私は、明日は上
位を狙えるかもと青写真を描いてしまいました。
　４日目は、朝から予報通りの雨模様。大会中
止もありえましたが、会場に到着したときは絶
好のコンディションになっていました。スター
トこそ順調でしたが、３ホール目に大きな落と
し穴があり、痛恨のミスを取り返そうとするあ
まりに悪循環に陥ってしまいました。その後も
スコアは伸びず、終わってみればチームの最下

位で、皆をリードするどころか、足を引っ張っ
てしまう結果となり、３つ目の目的である上位
入賞を達成することはできませんでした。
　パークゴルフは、今大会 21 道府県６政令指定
都市という参加数が示すように、マイナーなス
ポーツです。長崎県でも、コースもなく、道具も
なく、愛好者もいないゼロからのスタートでした
が、今では 70 名余りの会員数となり、自分も同
好会の会長として、各種大会を企画し、三世代
間の交流を図るなど普及に努めています。まだ
まだ知名度が低いパークゴルフですが、健康維
持に役立ち、高齢になってからも始められるス
ポーツであることから、長崎県内でも徐々に競
技人口が増えており、選手層の底上げも見込ま
れます。
　２年後の神奈川大会への出場、そこで３つ目
の目的を達成することを胸に誓った和歌山大会
となりました。

九州・沖縄

長 崎 県

松
ま つ

尾
お

良
りょう

治
じ

さん　　 66 歳　　 ● 参加歴：２回目

パークゴルフ　「長崎県パークゴルフ協会」（選手代表）

ナイスショット！　ボールの行先を見つめる。
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勝利を勝ち取ることの難しさを改めて感じた２日間

　令和元年 11 月８日（金）、「あふれる情熱 は
じける笑顔」がテーマの「ねんりんピック紀の
国わかやま 2019」に出場する熊本県選手団は、
新幹線で熊本駅から和歌山県へ向け出発し、前
泊地の南紀白浜の宿舎では翌日からの大会に備
えて英気を養いました。
　翌 11 月９日（土）、総合開会式が紀三井寺公
園陸上競技場で、三笠宮彬子女王のご臨席の下、
厳かに行われました。メインアトラクションで
は 3500 人の若人が歌手の坂本冬美さんとコラ
ボし、四季折々の歌と踊りで「夢を持ち続ける
こと」の大切さを圧倒的な迫力・構成美で、立
冬の紀州の碧空へ向けて歌い上げました。和歌
山県民の熱い思いを体現してくれた皆さん、あ
りがとうございました。
　続いて、11 月 10 日（日）、白浜町テニスコー
トで予選リーグ戦がおこなわれました。試合は
混合ダブルス、男子ダブルス、女子ダブルスの
順に対戦し、２点取ったチームが勝ちとなりま
す。熊本県チームは 2011 年熊本大会、2015 年
山口大会、2016 年長崎大会と計
３回優勝しており、今大会はＶ
４を目標に、千場・越川ペア（混
合）、淋・日根野ペア（男子）、
緒方・岸田ペア（女子）の布陣
で戦いました。初戦の対山梨県
は３－０で完勝。次の対富山県
では混合と男子が勝ち、２－１
で勝利。最後の対神戸市戦も２
－１で勝利。１位グループ決勝
トーナメントに進出することに
なりました。

　11 月 11 日（月）、決勝トーナメントの初戦は、
地元和歌山県Ａチームとベスト８をかけて激突
しました。１番手の混合ダブルスは１－４で惜
敗しましたが、２番手の男子ダブルスは強豪ペ
アに４－２で快勝し、３番手勝負となりました。
３番手の女子ダブルスはファイナルゲームの大
接戦となり、ポイントファイブフォー（５－４）
から逆転され、結果１対２となり、ベスト 16 で
戦いを終えることになりました。残念でなりま
せんが、激しい競い合いの中で、ポイントを、
ゲームを、マッチを、チームとしての勝利を勝
ち取ることの難しさを、改めてかみしめる２日
間の戦いとなりました。
　最後になりましたが、本大会の運営などに尽
力された役員・補助員の方々、鮎の塩焼き、伊
勢エビ味噌汁という飛びっきりのおもてなし料
理を用意された地元の方々、快適な睡眠、栄養
たっぷりの料理などを提供された宿舎の方々、
本当にお世話になりました。衷心より御礼申し
上げます。
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松
ま つ

本
も と

友
と も

喜
き

さん　　 73 歳　　 ● 参加歴：1 回目

ソフトテニス　「火の国」（監督兼選手）

九州・沖縄

熊 本 県

決勝トーナメント前にチームで健闘を誓う。（左から２人目）



72

他県の選手たちとの交流も忘れがたいねんりんピック

　ねんりんピック紀の国わかやま 2019、「あふれ
る情熱 はじける笑顔」のテーマのもと、開催さ
れた素晴らしい大会でした。参加した４日間を
振り返ってみました。
　ねんりんピック本大会への出場を決めたのは、
５月の熊本県予選での優勝でした。長年参加の
機会がなかった私は、「今年こそは、今年こそは」
と毎年願っていました。今大会、やっと出場で
き、前回出場の石川大会から数えて９年目でし
た。出場できると決まってからは、メンバー３
人と「今年こそは上位を目指して頑張ろう」と
練習にも気合が入りました。
　11 月９日の総合開会式では「鉄砲隊演武」に
始まり、いろいろなアトラクションのあと、選手
団が入場しました。熊本県選手団は赤いスカー
フを振っての入場です。メインアトラクション
では、坂本冬美さんの歌などがあり、全国の皆
さんと一緒に盛り上がりを体験することができ
ました。総合開会式も終わり、いよいよ大会会
場がある岩出市の市民総合体育館へ移動し、監
督会議に続いて開始式です。地元の大
宮神社の獅子舞に始まり、和歌山県ペタ
ンク連盟会長から歓迎の挨拶をいただ
き、その後、最高齢者の表彰、選手宣
誓と続き、開始式も無事に終わりました。
　その後、宿泊施設の「ホテルいとう」
へ移動しました。この日から熊本市の選
手と一緒です。ねんりんピック大会前の
試合でも一緒でしたので、気心も知れ、
行動も一緒にできました。このことも、
大会を通しての楽しい出来事のひとつで
した。

　10 日の試合は、青森県Ａ、福井県、神戸市の
３チームとの予選です。メンバー３人の気持ち
をひとつにし、どうにか１位で決勝トーナメン
トに出場できました。決勝トーナメントでは１回
戦、愛媛県に勝利し、２回戦は予選で当たった
福井県と再度の対戦となり、何とか勝利できま
した。続いて、いよいよベスト４をかけて長野
県と対戦しましたが敗戦、今大会での私たちの
挑戦は５位で終わりました。大会を通じて、他
県の選手たちとふれ合うこともでき、とても良
い経験でした。
　前回出場した石川大会では、仲間の一人が亡
くなり、喪章をつけての参加でした。そのため、
全国の方々へ与えた印象も強く、皆さんから温
かい応援をいただき、３位という成績を残しま
した。その縁で、今でも全国の方々との交流が
続いています。
　この大会を通していろいろな体験、交流がで
きたことをうれしく思うと共に、いろいろとお世
話をしていただいた皆様に感謝いたします。

九州・沖縄

熊 本 県

井
い の

上
う え

静
し ず

子
こ

さん　　 71 歳　　 ● 参加歴：２回目

ペ タ ン ク　「熊本和仁」（監督兼選手）

熊本県ブース前で。子どもたちの幟旗がうれしい。（中央）
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24 年前の宮崎大会と今大会を結びつけた手ぬぐい

　ここに２枚の手ぬぐいがある。
　１枚は今大会参加記念品。紫地に青のアルファ
ベットで大会名、下に白抜きで「NAGINATA 
IN KUDOYAMA」とある。自分の持っている
手ぬぐいとの違いに驚いた。24 年前、宮崎県で
開催されたねんりんピックの手ぬぐいは白地に紺
文字で大会名と連盟名が書かれ、マスコットキャ
ラクター「元気ちゃん」がなぎなたを構えてい
る。96 年の大会に競技役員として参加した私は、
自分の役割を果たすことで精一杯。しかし、参
加者の方々は元気いっぱい、大会を盛り上げて
くれた。このような素敵な方々に出会えて良かっ
たと感動した。その記念品がこの手ぬぐいだ。
　今回、私は県予選で勝ち、参加の権利を得たが、
結局１人での交歓試合（個人戦）参加となった。
不安はないかと聞かれたが、今までにお世話に
なった方々にお会いしたくて、参加を決意した。
　それなりに稽古して臨んだ本大会。他競技へ
の参加者との会話、青空の下での総合開会式、
バスから見た和歌山県の景色。宿泊は高野山の
宿坊で栃木県の方と同室となり、お互いを語り

合った。
　開始式では真田出陣太鼓に気持ちが昂った
が、個人戦は２日目。１日目は観戦の合間に、
場外イベントに顔を出したり、土産物を選んだ
り。次の日、１回戦は面識のある福岡県の 72 歳
の方が相手だった。「お互いに楽しみましょうね」
とご挨拶した。結果はメンを取って一本勝ち。
２回戦は少し年下の埼玉県の方。気負いすぎた
か、お互いに打突が決まらず１分間の延長。十
分技を出せないうちに判定負け。１人での参加
だったが、今までにいろいろな研修会や大会で
知り合った方々が応援してくれた。県の担当者
も将棋会場とかけ持ちながら、会場にかけつけ
てくれた。競技時間の５分間は、この大会で競
技した証となった。
　今大会で 83 歳で高齢者賞を得た千葉市の方
は、24 年前の宮崎大会の思い出を語ってくれた。
最高齢者賞 87 歳の福島県の方も宮崎大会に参
加、今回も個人戦に参加されていた。２枚の手
ぬぐいが年月を超えて、２つの大会を結びつけ
てくれた。人生の軸としてなぎなたを選んだ私
に、たくさんの出会いや思い出ができた。なぎ
なた競技が再び行われるときに、健康で参加で
きることを目標に精進していきたい。
　大会運営に携わった和歌山県の方々、全日程
で支えてくださった宮崎県の方々に御礼申し上

げます。24年前、大会運営の隅っ
こにいた私が、競技者として参
加できた喜びをお伝えします。
ありがとうございました。
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こ

さん　　 68 歳　　 ● 参加歴：1 回目

な ぎ な た　「宮崎県」（監督兼選手）

九州・沖縄

宮 崎 県

子どもたちの応援を背に健闘を誓う。 24年前の手ぬぐい（上）と今大会の手ぬぐい（下）。
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升田幸三と大山康晴の因縁の地・高野山で真剣勝負

　ねんりんピック初日、紀三井寺公園陸上競技
場での豪華絢爛、盛大な総合開会式を終え、２
日目は将棋種目の開催場である高野山にコマを
進めた。
　つづら折りした山道を約１時間半、マイクロ
バスに揺られて到着した高野山は、さすがに肌
を刺すような冷気に満ちあふれ、身の引き締ま
る思いがした。いや、ただの冷気ではなく、歴
史ある高野山が持ちあわせている「霊気」であっ
たかもしれない。
　高野山大学での選手歓迎オープニングでは 91
歳の最高齢選手が紹介され、全国からの選手た
ちの間をしっかりした足取りで通り抜けると、
壇上に上がり、高野町長から表彰を受けた。場
内から万雷の拍手を受けながら誇らしげに挨拶
をされる姿を見て、ふと、「無事これ名馬」とい
う言葉が脳裏をかすめた。
　続く、高野町長の選手歓迎の言葉がふるって
いた。ねんりんピックが和歌山県で開催される
と聞いた町長は、「ぜひ、将棋はわが高野山で開
催してほしい」といち早く県に申し出をしたそ
うである。

　理由は今から約 70 年前の昭和 23 年。第７期
名人戦挑戦権決定三番勝負を共に１勝１敗で迎
え、第３局目をこの高野山で戦った升田幸三と
大山康晴にある。将棋史上に残る大逆転劇を演
じた「高野山の決戦」だ。升田があと１手で勝
ちだったのに、最後の最後に悪手を指してしま
い、大山に逆転負けを喫し、名人挑戦権を失っ
てしまった因縁の対局である。後に、升田は朝
日新聞社のインタビューにこたえ、自分への戒
めを込めて「錯覚いけない、よく見るよろし」
という有名な言葉を残したものである。
　会場のスタッフは皆、「錯覚いけない、よく見
るよろし」の文字が印刷されたユニフォームを
着用していた。
　将棋大会は高野山大学にほど近い高野山大師
教会で開催され、演壇の上の垂れ幕には「将棋
交流大会」と銘打ってあるものの、試合が始ま
ると「交流」気分だけではいられない真剣勝負
そのものだ。
　ねんりんピックはやはり「競技」なのである。
　３泊４日、大会としては長期であったが、少
しもそうは感じさせなかったのは県の担当ス
タッフの事前の緻密な下調べ、打ち合わせの賜
物である。すべてがスムーズ、そして、快適な
旅でもあった。

九州・沖縄

宮 崎 県

秋
あ き

本
も と

博
ひ ろ

美
み

さん　　 68 歳　　 ● 参加歴：1 回目

将　棋　「南国スピリッツ」（選手代表）

気持ちを集中、交流大会でも対局は真剣勝負。（左側） 試合前にチームメイトの松浦選手と。（左側）
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宿坊に宿泊し、仲間と交流。貴重な機会に感謝

　今回、縁あってねんりんピックの将棋交流大
会に参加することになりました。実は、沖縄県
からの参加者は前年の県内大会などを通して３
人決まっていましたが、参加予定者の１人が大
会の行程に体力的な懸念を抱き、急遽参加を見
送ることになりました。そのため、新たに参加
者の呼びかけが行われ、棋力とは関係なく、私
が追加で参加することになりました。近年、将
棋界は藤井聡太７段の出現でブームになってお
り、県内においても小学生を含めて底辺に広が
りを感じているところです。
　さて、はじめての将棋交流大会への参加でし
たが、初日の懇親会では沖縄県選手団の競技を
超えた交流があり、選手が競技にいきいきと取
り組んでいることに感動しました。人生 100 年
時代が叫ばれている中で、いかに心身共に健康
で過ごすことができるかが重要であります。そ
れを実践しているのが、「ねんりんピック」の愛
称で親しまれる「全国健康福祉祭」です。総合
開会式は、和歌山市の紀三井寺公園陸上競技場
で皇族の御臨席の下、厳粛な雰囲気で開催され、
選手団入場行進や炬火入場・点火、メインアト
ラクションなど、当事者として参加できること
に感謝の念を抱きました。
　将棋交流大会は高野山大師教会で開催され、

64 チーム（190 名）が参加しました。沖縄県は
「ちゅら島ウチナー」のチーム名で参加し、和歌
山県、山口県、新潟市の４チームと予選リーグ
を戦いましたが、残念ながら予選突破すること
はできませんでした。
　高野山は平成 16 年７月に世界遺産「紀伊山
地の霊場と参詣道」の一部として登録されてお
り、大門から壇上伽藍、金剛峯寺、奥の院など
に年間約 140 万人の観光客が訪れ、国際観光地
として脚光を浴びています。
　また、高野山には 52 の宿坊寺院があり、今回、
安養院が宿泊場所となりました。精進料理を食
べ、早朝、本堂で行われる「朝のお勤め」で心
をいやすことができました。
　私は急遽、将棋交流大会に参加しましたが、
チームメンバーの上原氏、西原氏と３人で４泊
とも同じ部屋で宿泊し、将棋談議などで盛り上
がり、貴重な体験をさせていただきました。また、
事務局の役員が交通不便な高野山にわざわざ車
で激励に来てくださり、感謝でいっぱいでした。
　今後とも、多くの方がねんりんピック大会へ
積極的に参加し、スポーツや文化など多彩なイ
ベントを通して、地域や世代を超えた交流の輪
が広がること、また健康長寿沖縄県が復活する
ことを期待しています。
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島
し ま

尻
じ り

勝
か つ

広
ひ ろ

さん　　 60 歳　　 ● 参加歴：1 回目

将　棋　「ちゅら島ウチナー」（選手）

九州・沖縄

沖 縄 県
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Information

性 別  種 目  所 属  年 齢

男 性  ゲ ー ト ボ ー ル  富 山 県  100

女 性  水 泳  和 歌 山 県  96

　■ 最高齢者（和歌山大会公式報告書より）

ねんりんピックとは
　「ねんりんピック」の愛称で親しまれている「全国健康福祉祭」は 60 歳以上

の方々を中心として、あらゆる世代の人たちが楽しみ、交流を深めることがで

きる健康と福祉の総合的な祭典です。

　ねんりんピックは厚生省創立50周年を記念して行われた昭和63年（1988 年）

の第 1 回ひょうご大会以来、毎年開催されています。

　卓球、テニス、囲碁、俳句などの交流大会や美術展、音楽文化祭、健康福祉

機器展などのさまざまなイベントを通じて、地域や世代を超えて参加者の交流

の輪が全国に広がっています。　

「ねんりんピック紀の国わかやま 2019」 大会情報
　令和元年 11 月 9 日から 12 日の 4 日間、「あふれる情熱 はじける笑顔」を

テーマにねんりんピック紀の国わかやま 2019 が開催されました。和歌山大会

では 9 市 12 町で 27 種目の交流大会が開かれ、全国から集まった約 1 万人の

選手が日ごろの成果を発揮しました。

　■ 動画配信
　ねんりんピックの大会の模様を動画でご覧いただけます。（過去の大会につ

いても動画を配信しております。大会動画配信ページのリンクからぜひご覧

ください。）

http://www.nenrinpic.com/wakayama2019/（和歌山大会）
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■ 開催種目・平均年齢（和歌山大会公式報告書より）

 種　目 開催市町 参加チーム数  平均年齢

卓 球  和 歌 山 市  66 448  70.5

テ ニ ス  和 歌 山 市  68 423  67.5

ソ フ ト テ ニ ス  白 浜 町  66 413  67.1

ソ フ ト ボ ー ル  紀 の 川 市  66 952  67.2

ゲ ー ト ボ ー ル  和 歌 山 市  141 798  76.3

ペ タ ン ク  岩 出 市  72 248  74.1

ゴ ル フ  橋 本 市  56 167  70.0

マ ラ ソ ン  太 地 町  ― 245  69.2

弓 道  田 辺 市  65 428  70.4

剣 道  白 浜 町  70 395  67.1

水 泳  和 歌 山 市  ― 314  70.0

グ ラ ウ ン ド ・ ゴ ル フ  日 高 川 町  ― 400  76.5

オ リ エ ン テ ー リ ン グ  か つ ら ぎ 町  20 59  69.7

ボ ウ リ ン グ  新 宮 市  63 126  69.5

サ ッ カ ー  
 

60 1,070 64.7

ソ フ ト バ レ ー ボ ー ル  橋 本 市  67 482  65.6

な ぎ な た  九 度 山 町  43 146  68.7

ウ ォ ー ク ラ リ ー  由 良 町  41 204  73.1

太 極 拳  海 南 市  50 356  69.2

ダ ン ス ス ポ ー ツ  那 智 勝 浦 町  51 406  68.7

パ ー ク ゴ ル フ  紀 美 野 町  32 127  74.6

合 気 道  田 辺 市  34 114  55.9

囲 碁  海 南 市  61 178  73.5

将 棋  高 野 町  64 190  71.0

民 謡  有 田 市  61 ―  71.5

健 康 マ ー ジ ャ ン  御 坊 市  68 272  74.1

Information

※俳句交流大会を除く

参 加 者 数
( 選手・監督 )

田辺市 / 新宮市 / 
上富田町 / 串本町
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 大 会 会 期  開 催 地

第 33 回（令和 2 年度） 岐 阜 県

第 34 回（令和 3 年度） 神 奈 川 県

第 35 回（令和 4 年度） 愛 媛 県

第 36 回（令和 5 年度） 鳥 取 県

ねんりんピックに参加するには

　■ 選手として参加する
　都道府県・政令指定都市ごとに選手団が結成されます。また、美術展でも

60 歳以上の方の作品募集を行っていますので、お住まいの都道府県・政令

指定都市選手派遣団体へお問い合わせください。80 ページから選手派遣団

体の一覧をつけておりますので、ご活用ください。

　■ イベントに参加する
　総合開会式、総合閉会式、講演会、音楽文化祭などのイベントでは事前に

入場者募集を行います。また、ふれあい広場をはじめ、どなたでもお楽しみ

いただけるイベントも数多く開催しますので、大会公式ホームページで情報

をご確認の上、ぜひご参加ください。

　■ これからの開催地
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■ 都道府県・政令指定都市選手派遣団体　

北 海 道 （福）北海道社会福祉協議会 
 北海道長寿社会推進センター 011-271-1574

札 幌 市 （一社）札幌市老人クラブ連合会
 高齢福祉課 011-614-0153

青 森 県 （福）青森県すこやか福祉事業団
 青森県長寿社会振興センター 017-777-6311

岩 手 県 （公財）いきいき岩手支援財団
 総務・健康支援課 019-626-0196

宮 城 県 （福）宮城県社会福祉協議会
 人材育成部 いきがい健康課 022-223-1171

仙 台 市 （公財）仙台市健康福祉事業団
 シルバーセンター いきがい推進課 022-215-3192

秋 田 県 （福）秋田県社会福祉協議会
 地域福祉・生きがい振興部 018-824-2888

山 形 県 （福）山形県社会福祉協議会 
 地域福祉部 023-622-5805

福 島 県 （公財）福島県老人クラブ連合会 
 事業課 024-523-2131

茨 城 県 （福）茨城県社会福祉協議会
 茨城わくわくセンター 029-243-8989

栃 木 県 （福）とちぎ健康福祉協会
 事業部事業企画課 028-627-4710

群 馬 県 （公財）群馬県長寿社会づくり財団
 生きがい健康グループ 027-255-6511

埼 玉 県 （公財）いきいき埼玉 
 高齢者いきがい支援センター 048-728-7951

さいたま市 さいたま市 セカンドライフ支援センター 048-881-8627

千 葉 県 （福）千葉県社会福祉協議会 
 地域福祉推進部 043-245-2208

電話番号都道府県・
政令指定都市 選手派遣団体・部署名

Information
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千 葉 市 千葉市 保健福祉局
 高齢障害部高齢福祉課 043-245-5169

東 京 都 （公財）東京都体育協会
 事業部 生涯スポーツ課 03-6804-8122

神 奈 川 県
 （公社）かながわ福祉サービス振興会

 かながわ長寿社会開発センター 
 かながわシニアフェスタ事務局 

045-640-6128

横 浜 市 横浜市 健康福祉局 
 高齢健康福祉部高齢健康福祉課 045-671-2406

川 崎 市 川崎市 健康福祉局  
 長寿社会部 高齢者在宅サービス課 044-200-2651

相 模 原 市 相模原市 保険高齢部
 高齢者支援課  042-769-9231

新 潟 県 （福）新潟県社会福祉協議会 地域福祉課
 新潟県長寿社会振興センター 025-285-1400

新 潟 市 新潟市 福祉部 
 高齢者支援課 025-226-1290

山 梨 県 （福）山梨県社会福祉協議会  
 福祉振興課 055-254-8610

長 野 県 （公財）長野県長寿社会開発センター 026-226-3741

富 山 県 （福）富山県社会福祉協議会 
 富山県いきいき長寿センター 076-432-6010

石 川 県 （福）石川県社会福祉協議会 
 長寿生きがいセンター 076-258-3135

福 井 県 （福）福井県社会福祉協議会 
 福井県すこやか長寿センター 0776-24-2433

岐 阜 県 （公財）岐阜県教育文化財団 058-233-8161

静 岡 県 （公財）しずおか健康長寿財団 
 健康増進生きがい推進課 054-253-4221

静 岡 市 静岡市 保健福祉長寿局健康福祉部 
 高齢者福祉課 054-221-1086

浜 松 市 浜松市 健康福祉部  
 高齢者福祉課 053-457-2789
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Information

愛 知 県 （福）愛知県社会福祉協議会 
 福祉生きがいセンター 長寿生きがい振興部 052-212-5521

名 古 屋 市 名古屋市 健康福祉局  
 高齢福祉部 高齢福祉課  052-972-2542

三 重 県 （福）三重県社会福祉協議会  
 福祉研修人材部 059-213-0533

滋 賀 県 （福）滋賀県社会福祉協議会 
 滋賀県レイカディア振興センター 077-567-3900

京 都 府 （公財）京都ＳＫＹセンター 活動支援課 075-241-0226

京 都 市 （一社）京都市老人クラブ連合会 075-354-8744

大 阪 府 （一財）大阪府地域福祉推進財団 
 事業者支援課 06-4304-0294

大 阪 市 （一財）大阪府地域福祉推進財団 
 事業者支援課 06-4304-0294

堺 市 （一財）大阪府地域福祉推進財団 
 事業者支援課 06-4304-0294

兵 庫 県 （公財）兵庫県生きがい創造協会 
 生涯学習部 079-424-9832

神 戸 市 （公財）こうべ市民福祉振興協会
 企画運営本部 事業推進課 078-743-8092

奈 良 県 （福）奈良県社会福祉協議会 
 すこやか長寿センター 0744-29-0120

和 歌 山 県 （福）和歌山県社会福祉協議会 
 和歌山県いきいき長寿社会センター 073-435-5214

鳥 取 県 （福）鳥取県社会福祉協議会 地域福祉部 
 明るい長寿社会づくり推進事業担当 0857-59-6332

島 根 県 （福）島根県社会福祉協議会  
 地域福祉部 長寿社会振興係 0852-32-5981

岡 山 県 （福）岡山県社会福祉協議会 地域福祉部 
 長寿社会推進センター 086-226-2835

岡 山 市 （福）岡山市社会福祉協議会 地域福祉課 086-225-4051

広 島 県 （福）広島県社会福祉協議会 福祉人材課 082-254-3481
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広 島 市 （公財）広島市文化財団 ひと・まちネットワーク部 082-541-5335

山 口 県 （福）山口県社会福祉協議会  
 地域福祉部 山口県生涯現役推進センター 083-928-2385

徳 島 県 （公財）とくしま“あい”ランド推進協議会 
 業務第一課 088-655-5080

香 川 県 （公財）かがわ健康福祉機構 
 長寿社会部 087-863-0222

愛 媛 県 （福）愛媛県社会福祉協議会 
 長寿社会振興センター 089-921-5140

高 知 県 （福）高知県社会福祉協議会  
 福祉人材部 いきいきライフ推進課 088-844-9054

福 岡 県 （福）福岡県社会福祉協議会  
 地域福祉部 共生社会推進課 092-584-3377

北 九 州 市 北九州市 保健福祉局 
 地域福祉部 長寿社会対策課 093-582-2407

福 岡 市 （公社）福岡市老人クラブ連合会 
 全国健康福祉祭参加事業福岡市実行委員会 092-713-1340

佐 賀 県 （公財）佐賀県長寿社会振興財団 総務課 0952-31-4165

長 崎 県 （公財）長崎県すこやか長寿財団
  健康生きがい推進課 095-847-5212

熊 本 県 （一財）熊本さわやか長寿財団  生きがい推進グループ 096-354-3083

熊 本 市 （公社）熊本市シルバー人材センター 096-322-3300

大 分 県 （福）大分県社会福祉協議会 
 市民活動支援部 長寿いきいき班 097-553-1150

宮 崎 県 （福）宮崎県社会福祉協議会  
 安心生活部 長寿社会推進センター 0985-31-9630

鹿 児 島 県 （福）鹿児島県社会福祉協議会 
 長寿社会推進部 099-250-7441

沖 縄 県 （福）沖縄県社会福祉協議会 
 沖縄県いきいき長寿センター 098-887-1344





※無断転載・複製を禁じます。
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